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よるのにわとり

丹鷺、懸辮
わたしの顔を書きました　バラの花を見ているところ

いしづかけんたろうくんおのづかかなさん（布川年少）　むらやまあすかさん

多くのご寄付
　　ありがとうございました

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
行
工
地
か
祉
と

　
　
　
　
　
を

　
　
　
迎
典
間
町
な
会
り
場

旧
人
縫
年
念
こ

　
婦
山
周
記
　この間、工場となっている建物、肩用等色々

な面で町や地元の皆さんにお世話になったとい

うような事から、10周年記念という事で10万円

を町社会福祉協議会に寄付してくださいました。

大変ありがとうございました。今後とも足腰の

強い工場になってほしいと思います。

　雑巾をありがとう
　天水越の佐藤民子さん（林）が雑巾を縫って、

社会福祉協議会に届けてくれました。ちょっと

した心づかいですが大変ありがたく、大切に使

用させていただきます。

29　27　25　22
日　　「1　「ヨ　日

選
挙
管
理
委
員
会

参
議
院
補
欠
選
挙
投
票
日

農
業
委
員
会
総
会

6
月
定
例
議
会
（
3
0
日
ま

で
）健

康
マ
ラ
ソ
ン

郡
青
年
大
会
（
松
代
）

町
婦
人
バ
レ
㌧
ボ
ー
ル
大

会第
2
回
町
民
長
な
わ
と
び

大
会
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投

票
日
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
民
体
育
大
会

編
集
後
記

　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
雨
が
降
る
と
気
温
も

下
が
り
肌
寒
く
さ
え
感
じ
る
事
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
季
節
の
代

わ
り
目
に
は
体
調
を
悪
く
す
る
方

が
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。
十
分
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　
七
月
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が

沢
山
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
力

づ
く
り
宣
一
．
．
口
町
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
、
出
来
る
だ
け
多
く
参
加
す
る

る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

▼
6
月
の
で
き
ご
と

20　　　1914　　　11　10　8　　7　　4　　1

日　日日　日日日日日日
選
挙
管
理
委
員
会

新
潟
県
知
事
選
挙
投
票
日

議
会
総
務
民
生
委
員
会

衛
生
班
長
会
議

中
尾
吉
池
園
竣
工
式

町
民
9
人
制
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

議
会
産
業
経
済
委
員
会

町
総
合
検
診
開
始
（
2
3
日

ま
で
）

議
会
運
営
委
員
会

▼
7
．
月
の
予
定

321日日日
3（｝　26　　　　23　　　　7

日日日日

七
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
五
一
（
　
二
）

　
　
男
／
一
、
九
三
五
（
▲
三
）

　
　
女
／
二
、
〇
一
六
（
　
五
V

世
帯
数
／
一
、
一
九
六
（
　
一
）

（
）
内
は
六
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
七
月
号

　
平
成
元
年
七
月
一
〇
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
台
六
－
一
二
一
三
一

　
編
集
／
議
会
事
務
局

N

広報

19898月号（N、162）

，
犀

魂鑓輔姦
　　　　　　　　　鉢耀篤

・
唱
翌
甥

〆’岬
鱒騨

霧

　
　
W
．
駕
綱

7
月
3
0
日
　
真
夏
の
太
陽
が

照
り
つ
け
る
中
、

第
14
回
町
民
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
の

皆
さ
ん
ま
で
沢
山
の
町
民
が

参
加
し
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

力
強
く
選
手
宣
誓
を
す
る
相
沢
桃
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
省
地
区
）
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参議院選挙党派別当選者
選　　挙　　区 比　例　代　表 改　選 非改選 新勢力

分　野計1雄前i元i新i計 　1　　　　　　　　　，　　　　　　　　　酢

前1元1新1計 　1比例：選挙 比例i選挙

自　民
　　i
36i2
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　　　9
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7i　o：8i15

　：
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46111 10i　o116i26
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7…0113i20

　：
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　i

　I

9111 66

公　明 10i2
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2i　o　i2i4

　i　i　：
4i　o12i．6

　i

8’4　…
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5i3
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　，
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　I
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諸　派
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　　i　l
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　1

5i2
　『
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　　5
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　　　　i
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　§
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　旨　　　　　：22i　o　i28…50
　丘

　i
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　8
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松之山町における比例代表区の得票状況
政　　党　　等　　名 得票数 道　　州　　制　　推　　進　　会　　議 1

ち　　き　　ゅ　　う　　ク　　ラ　　ブ 2 MPD　・平和と民主運動 0
世　　　界　　　浄　　　霊　　　会 0 緑　　　　　　　の　　　　　　　党 10

社　会　主　義　労　働　者　党 1 教　　　　　　　育　　　　　　　党 2
税　　　　　　　金　　　　　　　税 17 日　　　本　　　青　　　年　　　社 7
大　　行　　社　　政　　治　　連　　盟 0 自　　　由　　　民　　　主　　　党 1，132

日　　　本　　　社　　　会　　　党 746 福　　　　　　　祉　　　　　　　党 7
ス　　ポ　　ー　　ツ　　平　　和　　党 17 サ　ラ　リ　ー　マ　ン　新　党 6
日　　　本　　　共　　　産　　　党 282 原　発　い　ら　な　い　人　び　と 3
年　　　　　　　金　　　　　　　党 21 第　　二　　院　　ク　　ラ　　ブ 12

人　　　　　　　間　　　　　　　党 4 公　　　　　　　明　　　　　　　党 194

太　　　　　陽　“　　　の　　　　　会 7 雑　　　　　　　　民　　　　　　　党 0
U　　　　　F　　　　O　　　　党 3 民　　　　　　　社　　　　　　　党 49

新　　　政　　　ク　　　ラ　　　ブ 1 国会議員を半分に減らす会 4
大　　　日　　本　　誠　　流　　社 2 日　　本　　世　　直　　　し　　党 2
主　　　権　　　在　　　民　　　党 0 政　事　公　団　太　平　会 0
新　　　自　　由　　ク　　ラ　　ブ 3 環　　　　　　　境　　　　　　　党 0
新　　　　　自　　　　由　　　　党 1 日　本国民権利擁護連，盟 0
全婦会救国党ミニ政党悪税消費税反対大連合 4

投　　　　　票　　　　　総　　　　　数 2，671

進　　。　　　　歩　　　　　　　党 6 有　　　効　　　投　　　票　　　数

　　一
2，560

みどりといのちのネットワーク 4 無　　　効　　　投　　　票　　　数 111

エイズ根絶性病撲滅国民運動太陽新党 2 持　　　　　ち　　　　　帰　　　　　り 1
老　　　人　　　福　　　祉　　　党 8 投　　　票　　　者　　　総　　　数 2672

自民党が大きく議席を減らす

　参院選開票結果
　　　　　　　（選管終了）

当599，169稲村　稔夫60
　　　　　　　　　社会前
当443，600　吉川　芳男57
　　　　　　　　　自民前
　67，592　村田　一男45
　　　　　　　　　共産新
　ll，150　水野　孝吉43
　　　　　　　　　諸派新

松之山町における開票結果

r水野孝否 30票

353票

848票
　　　1，333票
＿　 ；＿　　 二一＝一』耳r＝ ニニ』＝』¶．　　斗π

　　　2，672人

108人
83．87％

選の　につ全　れ合七る二も
挙は今なが議参ま計六開十な参
”回っ三員議し一人票三う議
東県のて年＿院た二・作日通院
京知選いご二議〇六比業行常、1義

員
の
任
期
満
了
に
と

選
挙
の
投
票
が
七
月

わ
れ
、
二
口
に
わ
た

の
結
果
、
各
地
方
区

例
代
表
区
五
十
人
の

人
の
新
議
員
が
選
ば

員
の
任
期
は
六
年
で
、

五
二
名
）
の
半
数
ず

と
に
改
選
さ
れ
る
事

ま
す
。

挙
で
注
目
を
集
め
た

事
選
、
参
議
院
補
欠

都
議
会
議
員
選
挙
に

村田一男
稲村稔夫
吉川芳男
投票者数
無効投票者数

投　票　率

共
通
し
て
み
ら
れ
た
、
与
党
自
民

党
に
対
す
る
批
判
が
ど
の
く
ら
い

出
る
か
と
い
う
事
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
自
民
党
は
改
選
前
の
議
席

数
六
十
六
を
三
十
も
ド
回
る
、
】
、
一

十
六
議
席
を
取
る
の
が
や
っ
と
と

い
う
、
か
つ
て
な
い
落
ち
込
み
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大

き
く
議
席
を
伸
ば
し
た
の
は
社
会

党
と
、
新
し
く
出
来
た
連
合
と
い

う
党
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
公
明
、

民
社
、
共
産
の
各
党
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
改
選
前
よ
り
議
席
を
減

ら
し
ま
し
た
。
四
十
も
の
政
党
が

開票作業をする役場職員

　
　
減
ら
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
共

　
　
産
党
の
村
田
一
男
氏
は
、
参
議
院

　
　
補
選
の
票
を
二
万
票
以
上
伸
ば
し

　
　
ま
し
た
が
、
六
万
七
千
票
余
り
に

り
　
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
消
費
税
・
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
・

　
　
農
産
物
問
題
を
争
点
に
戦
わ
れ
て

　
　
来
た
今
回
の
選
挙
は
、
自
民
党
の

　
　
惨
敗
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
政
府

　
　
与
党
と
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
き

　
　
ち
ん
と
整
理
し
、
国
民
か
ら
信
頼

　
　
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
国
政
を
作
っ

　
　
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

名
乗
り
を
あ
げ
た
比
例
代
表
区
で

し
た
が
、
諸
派
と
し
て
当
選
出
来

た
の
は
税
金
党
、
一
人
、
第
二
院
ク

ラ
ブ
一
人
、
ス
ボ
ー
ツ
．
平
和
党
一
人

ら
五
人
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
保
革
逆
転
現
象
は
新
潟
地

方
区
で
も
見
ら
れ
、
今
ま
で
ト
ッ

プ
当
選
を
果
し
て
来
た
吉
川
芳
男

氏
（
自
民
党
）
は
、
当
選
は
し
た

も
の
の
稲
村
稔
夫
氏
（
社
会
党
）

に
一
五
万
κ
壬
票
以
L
の
大
差
を

つ
け
ら
れ
、
先
に
行
わ
れ
た
県
知

事
選
、
参
議
院
補
選
の
票
を
．
史
に

②

1
錺
寸
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参議院選挙党派別当選者
選　　挙　　区 比　例　代　表 改　選 非改選 新勢力

分　野計1雄前i元i新i計 　1　　　　　　　　　，　　　　　　　　　酢

前1元1新1計 　1比例：選挙 比例i選挙

自　民
　　i
36i2

　匹　i　l
13…o…8i21
　　　9

　l　i　i
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　：

19147　i
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　　1
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　　i　l
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5i2
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o　i4 9
無所属

　　5
1012
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　§
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計 　　5126i22
　昼　l　i
32i1…43i76

　旨　　　　　：22i　o　i28…50
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　i

50i76 50i76
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松之山町における比例代表区の得票状況
政　　党　　等　　名 得票数 道　　州　　制　　推　　進　　会　　議 1

ち　　き　　ゅ　　う　　ク　　ラ　　ブ 2 MPD　・平和と民主運動 0
世　　　界　　　浄　　　霊　　　会 0 緑　　　　　　　の　　　　　　　党 10

社　会　主　義　労　働　者　党 1 教　　　　　　　育　　　　　　　党 2
税　　　　　　　金　　　　　　　税 17 日　　　本　　　青　　　年　　　社 7
大　　行　　社　　政　　治　　連　　盟 0 自　　　由　　　民　　　主　　　党 1，132

日　　　本　　　社　　　会　　　党 746 福　　　　　　　祉　　　　　　　党 7
ス　　ポ　　ー　　ツ　　平　　和　　党 17 サ　ラ　リ　ー　マ　ン　新　党 6
日　　　本　　　共　　　産　　　党 282 原　発　い　ら　な　い　人　び　と 3
年　　　　　　　金　　　　　　　党 21 第　　二　　院　　ク　　ラ　　ブ 12

人　　　　　　　間　　　　　　　党 4 公　　　　　　　明　　　　　　　党 194

太　　　　　陽　“　　　の　　　　　会 7 雑　　　　　　　　民　　　　　　　党 0
U　　　　　F　　　　O　　　　党 3 民　　　　　　　社　　　　　　　党 49

新　　　政　　　ク　　　ラ　　　ブ 1 国会議員を半分に減らす会 4
大　　　日　　本　　誠　　流　　社 2 日　　本　　世　　直　　　し　　党 2
主　　　権　　　在　　　民　　　党 0 政　事　公　団　太　平　会 0
新　　　自　　由　　ク　　ラ　　ブ 3 環　　　　　　　境　　　　　　　党 0
新　　　　　自　　　　由　　　　党 1 日　本国民権利擁護連，盟 0
全婦会救国党ミニ政党悪税消費税反対大連合 4

投　　　　　票　　　　　総　　　　　数 2，671

進　　。　　　　歩　　　　　　　党 6 有　　　効　　　投　　　票　　　数

　　一
2，560

みどりといのちのネットワーク 4 無　　　効　　　投　　　票　　　数 111

エイズ根絶性病撲滅国民運動太陽新党 2 持　　　　　ち　　　　　帰　　　　　り 1
老　　　人　　　福　　　祉　　　党 8 投　　　票　　　者　　　総　　　数 2672

自民党が大きく議席を減らす

　参院選開票結果
　　　　　　　（選管終了）

当599，169稲村　稔夫60
　　　　　　　　　社会前
当443，600　吉川　芳男57
　　　　　　　　　自民前
　67，592　村田　一男45
　　　　　　　　　共産新
　ll，150　水野　孝吉43
　　　　　　　　　諸派新

松之山町における開票結果

r水野孝否 30票

353票

848票
　　　1，333票
＿　 ；＿　　 二一＝一』耳r＝ ニニ』＝』¶．　　斗π

　　　2，672人

108人
83．87％

選の　につ全　れ合七る二も
挙は今なが議参ま計六開十な参
”回っ三員議し一人票三う議
東県のて年＿院た二・作日通院
京知選いご二議〇六比業行常、1義

員
の
任
期
満
了
に
と

選
挙
の
投
票
が
七
月

わ
れ
、
二
口
に
わ
た

の
結
果
、
各
地
方
区

例
代
表
区
五
十
人
の

人
の
新
議
員
が
選
ば

員
の
任
期
は
六
年
で
、

五
二
名
）
の
半
数
ず

と
に
改
選
さ
れ
る
事

ま
す
。

挙
で
注
目
を
集
め
た

事
選
、
参
議
院
補
欠

都
議
会
議
員
選
挙
に

村田一男
稲村稔夫
吉川芳男
投票者数
無効投票者数

投　票　率

共
通
し
て
み
ら
れ
た
、
与
党
自
民

党
に
対
す
る
批
判
が
ど
の
く
ら
い

出
る
か
と
い
う
事
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
自
民
党
は
改
選
前
の
議
席

数
六
十
六
を
三
十
も
ド
回
る
、
】
、
一

十
六
議
席
を
取
る
の
が
や
っ
と
と

い
う
、
か
つ
て
な
い
落
ち
込
み
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大

き
く
議
席
を
伸
ば
し
た
の
は
社
会

党
と
、
新
し
く
出
来
た
連
合
と
い

う
党
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
公
明
、

民
社
、
共
産
の
各
党
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
改
選
前
よ
り
議
席
を
減

ら
し
ま
し
た
。
四
十
も
の
政
党
が

開票作業をする役場職員

　
　
減
ら
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
共

　
　
産
党
の
村
田
一
男
氏
は
、
参
議
院

　
　
補
選
の
票
を
二
万
票
以
上
伸
ば
し

　
　
ま
し
た
が
、
六
万
七
千
票
余
り
に

り
　
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
消
費
税
・
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
・

　
　
農
産
物
問
題
を
争
点
に
戦
わ
れ
て

　
　
来
た
今
回
の
選
挙
は
、
自
民
党
の

　
　
惨
敗
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
政
府

　
　
与
党
と
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
き

　
　
ち
ん
と
整
理
し
、
国
民
か
ら
信
頼

　
　
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
国
政
を
作
っ

　
　
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

名
乗
り
を
あ
げ
た
比
例
代
表
区
で

し
た
が
、
諸
派
と
し
て
当
選
出
来

た
の
は
税
金
党
、
一
人
、
第
二
院
ク

ラ
ブ
一
人
、
ス
ボ
ー
ツ
．
平
和
党
一
人

ら
五
人
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
保
革
逆
転
現
象
は
新
潟
地

方
区
で
も
見
ら
れ
、
今
ま
で
ト
ッ

プ
当
選
を
果
し
て
来
た
吉
川
芳
男

氏
（
自
民
党
）
は
、
当
選
は
し
た

も
の
の
稲
村
稔
夫
氏
（
社
会
党
）

に
一
五
万
κ
壬
票
以
L
の
大
差
を

つ
け
ら
れ
、
先
に
行
わ
れ
た
県
知

事
選
、
参
議
院
補
選
の
票
を
．
史
に
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、遜

’藤

鞠　　liレ影

　　　　繍．祐一・　松之山町民体青大会

　　　彰

応援団の声援を受けながら一生けん命がんばる

紅白玉入れ競争

総合成績
順　　位 地　区　名 得　点

優　　勝 松　　　里 179点

準優勝 布　　　川 125

3　　位 浦　　　田 114

4　　位 松　之　山 97

5　　位　　＝　　　省
⊥二

86

驚

　　　　惇曜鰻響㌧陥・．鱒

　　　箱を落さないように早く後へ送れ、宝箱

髄　　　　　はこぴも熱戦でした

「おばあさんあわてずに！」

　　　　新記録が出た縄ないリレー

　　順位
種H

1　位2」小位 4　位 5　位

100m競走 松　里
布　川
浦　田

松之山 三　省

細■1k入れ 布　川
松之III

三省 松里 浦　田

布　川
松　里

三　省 浦　田 松之山

ナイス．凹ブノkスロー 松　里 浦　田 三　省 布　川 松之山

砲丸投げ 松　里 三　省 布　川 浦田・松之山

綱引き 松　里 浦　田　三省・布川・松之山

長なわとび 松之山 松　里 浦　川
三暑丁布川

縄ないリレー 浦　田 松　里 布　川 三省　松之山

女子リレー 松　里 布　川 松之山 浦　田　三　省

男子リレー 松　里 布　川 松之山 浦　田　三　省

o

襲鮮灘凱“

「やっばり松里は強かった」という

声が聞かれた綱引き

璽

矧ヤ襯．
盛

ん
な
で
ガ
ン
バ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
体
育
大
会

　
　
第
卜
四
回
町
民
体
育
大
会
が
し
　
　
落
の
方
は
人
口
に
よ
っ
て
．
．
一
段
階
　
　
い
リ
レ
ー
で
浦
田
地
区
が
一
．
、
．
メ

　
月
、
．
一
卜
日
、
松
之
山
中
学
校
グ
ラ
　
　
に
分
け
ら
れ
、
、
卜
川
、
r
・
藤
倉
．
東
　
　
－
ト
ル
九
〇

セ
ン
チ
を
な
っ
て
記

　
ン
ド
で
行
わ
れ
、
真
夏
の
暑
い
日
　
　
山
の
。
二
部
落
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
．
優
　
　
録
を
．
史
新
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
射
し
の
中
、
尺
勢
の
町
民
が
色
々
な
　
　
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
へ
、
体
的
に
は
松
里
地
区
が
着
実

　
競
技
に
参
加
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
　
　
　
競
技
の
方
は
、
地
．
区
対
抗
、
個
　
　
に
得
点
を
、
屯
ね
、
飛
び
川
し
て
し

　
　
成
績
の
方
は
過
去
圧
倒
的
な
強
　
　
人
種
目
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
’
ン
種
　
　
ま
い
ま
し
た
が
、
．
一
～
。
．
一
位
、
四

　
さ
を
見
せ
て
優
勝
を
続
け
て
い
る
　
　
H
と
沢
山
行
わ
れ
長
し
た
が
、
い
　
　
～
κ
位
争
い
は
最
後
の
男
．
r
リ
レ

　
松
壁
チ
ー
ム
が
、
今
年
も
人
差
を
　
　
く
つ
か
の
種
H
で
新
記
録
が
誕
生
　
　
ー
が
終
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
と
い

　
つ
け
て
優
勝
し
、
連
続
優
勝
記
録
　
　
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
、
人
変
な
激
戦
で
し
た
。

　
を
長
た
．
っ
延
ば
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一
〇
O
メ
ー
ト
ル
競
技
で
、
尚
校
　
　
　
人
変
な
猛
暑
の
中
、
．
r
供
た
ち

　
　
午
前
八
時
．
。
一
卜
分
、
松
里
小
学
　
　
生
の
福
原
仲
く
ん
（
松
里
）
、
．
、
．
　
　
か
ら
、
尚
齢
κ
の
皆
さ
ん
ま
で
、
一

　
校
の
児
竜
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演
奏
　
　
キ
ロ
ロ
ー
ド
で
小
学
生
女
．
r
の
本
　
　
生
懸
命
頑
張
っ
た
町
民
体
育
人
会

　
で
始
ま
り
、
人
場
行
進
、
松
里
地
　
　
山
山
紀
子
さ
ん
（
浦
田
）
、
縄
な
　
　
で
し
た
。

　
区
代
表
の
小
野
塚
和
生
君
と
佐
藤

喜
ん
に
点
、
火
人
場
、
、
一
一
省
　
　
　
　
　
　
　
場
舩

　
地
区
代
表
の
相
沢
桃
代
さ
ん
の
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智
　
　
入
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
く

　
、
r
宣
誓
な
ど
が
次
々
と
行
わ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
カ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
恵

　
後
、
今
年
も
に
目
年
団
の
皆
と
、
ん
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
聖
藤

　
川
意
し
て
く
れ
た
．
κ
色
の
風
船
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
照
　
中
佐

∵
首
庫
空
謙
さ
れ
韓
．
　
　
　
　
箆
“
｝
、
嚢

　
　
そ
σ
後
　
ノ
月
か
、
・
ノ
い
に
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
　
．
現
姓
人

　
購
賑
譜
勲
驚
篇
嫁
　
　
　
　
　
　
㍗
ら
　
働
…
賜
脚

　
最
優
秀
地
区
に
ト
布
川
地
区
、
部
　
　
畿
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
小
里
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真夏の雪まつり

8月14日（月）

今
年
も
来
て
ね
／
・
大
厳
寺
へ

　
久
、
、
に
降
っ
た
雪
を
．
夏
ま
で
保
存

し
、
そ
の
．
雪
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
と

い
う
ケ
官
緊
夏
の
．
雪
ま
つ
り
”
。
今

年
で
三
回
H
を
迎
え
ま
す
。

　
咋
年
は
熱
気
球
と
野
外
映
画
観

賞
会
で
話
題
を
呼
び
、
人
変
多
く

の
方
か
ら
誓
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
雪
L
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
三
つ
も
川
意
し
て
皆
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。
．
雪
卜
．
つ
な
引
き
・

雪
上
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
・
．
露
L
馬

そ
り
リ
レ
ー
の
三
つ
で
す
。
つ
な

引
き
は
男
性
三
名
・
女
性
』
名
で

チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
馬
そ
り
リ
レ
ー
は
一
チ
ー

ム
四
名
（
男
・
女
を
問
わ
ず
）
で

す
の
で
、
仲
問
を
誘
っ
て
出
場
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン

人
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
　
こ
の
ほ
か
、
咋
年
子
供
た
ち
に

大
変
喜
ば
れ
た
”
ジ
ャ
ン
ボ
山
．
右
魚

の
つ
か
み
ど
り
”
や
、
か
ぶ
と
虫

プ
レ
、
ゼ
ン
ト
、
チ
ュ
ー
ブ
．
襲
り
、

ソ
リ
、
ミ
ニ
ス
キ
ー
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

　
売
店
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

暑
い
時
期
で
す
。
た
と
え
一
日
で

も
冷
た
い
．
需
の
ト
』
で
、
お
も
い
っ

き
り
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
お
盆

帰
省
さ
れ
る
方
た
ち
を
誘
っ
て
、

人
厳
寺
高
原
に
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。
　
時
問
は
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
．
晋
L
ジ
ャ
ン
ケ
ン
人
会
は
ト
一

時
三
卜
分
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ワ

ナ
つ
か
み
ど
り
は
、
卜
∴
一
碍
．
．
．
卜

分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
9
日
は
“
救
急
の
日
”

『
考
え
よ
う
、

救
急
医
療
・

　
　
救
急
業
務
』

▽
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

　
一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の

　
事
を
は
っ
き
り
知
ら
せ
て
く
だ

　
さ
い
〃
一

の
．
火
事
・
救
急
」
の
区
別

ω
来
て
ほ
し
い
場
所
（
部
落
・
屋

　
号
）

の
事
故
や
病
気
の
種
類

㈱
患
者
の
性
別
・
年
齢

㈹
患
者
が
今
、
ど
ん
な
様
．
宇
か
。

　
（
意
識
が
あ
る
か
、
呼
吸
し
て

　
い
る
か
、
出
血
が
あ
る
か
等
）

の
白
分
の
名
前
（
部
落
と
屋
号
で

　
も
良
い
）

▽
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

　
救
急
唯
が
来
る
ま
で
に
出
来
れ

　
ば
次
の
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

0
必
要
な
手
当
を
続
け
る

ω
保
険
証
を
準
備
す
る

の
救
急
車
が
わ
か
る
よ
う
に
表
に

　
出
る

㈹
か
か
り
つ
け
の
医
師
が
い
た
ら

連
絡
『
す
る

※
分
遣
所
で
は
職
員
が
い
つ
で
も

　
…
動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い

　
ま
す
。
交
通
事
故
や
急
病
な
ど

　
思
わ
ぬ
事
態
に
出
合
っ
た
時
は
、

　
分
遣
所
（
一
一
九
番
）
に
連
絡

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
法
の
指
導
依
頼
や
防
火
座

　
　
　
、
そ
の
他
消
防
に
関
す

　
る
嘱
で
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ

　
た
ら
気
軽
に
お
．
電
話
く
だ
さ
い
。

　
（
六
－
二
三
三
〇
番
で
す
）

を
受
け
た
ら

年
金
証
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、

毎
年
八
月
期
（
四
月
～
七
月
分
）

の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、
国
民
年

金
証
書
を
市
町
村
役
場
に
提
出
し

て
、
所
得
の
状
況
な
ど
の
審
査
を

受
け
、
国
民
年
金
証
書
に
そ
の
旨

を
記
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
全

額
が
国
の
費
用
で
賄
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
本
人
や
同
じ
世
帯
の

家
族
（
扶
養
義
務
者
等
）
に
、
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
り
、
他

の
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、

老
齢
福
祉
年
金
の
額
が
一
部
ま
た

は
全
部
に
つ
い
て
支
給
停
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
の
状
況
な
ど
を
審
査
し
た

結
果
支
払
い
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
す
と
、
国
民
年
金
証
書
に
八
月

か
ら
来
年
七
月
ま
で
の
一
年
間
に

支
払
い
す
る
年
金
額
を
各
支
払
期

ご
と
に
記
入
し
、
再
び
受
給
者
に

交
付
す
る
事
に
な
り
ま
す
．

　
万
一
、
年
金
証
書
の
提
出
が
遅

れ
ま
す
と
、
短
い
期
間
に
大
量
の

事
務
処
理
を
す
る
た
め
に
、
証
書

を
お
返
し
す
る
の
に
手
間
ど
り
、

十
一
月
十
一
日
の
支
払
日
ま
で
に

間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、

早
め
に
年
金
証
書
を
お
返
し
く
だ

さ
い
。
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等職業訓練校高県立

集募徒生

一
、
普
通
課
程
（
二
類
）

・
対
象

　
高
等
学
校
卒
業
者
又
は
こ
れ

　
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

人
。
　
（
平
成
二
年
三
月
卒
業
予

　｛

疋
者
含
む
）

・
募
集
受
付
期
問

　
　
平
成
一
兀
年
九
月
一
口
～
十
月

五
日
ま
で
。

・
選
考
日
時

　
　
平
成
一
兀
年
十
月
十
九
日
、
午

前
九
時
よ
り
。

　
な
お
、
来
年
四
月
よ
り
次
の
三

つ
の
新
し
い
科
が
訓
練
を
開
始
し

ま
す
。

◎
N
C
機
械
課
（
二
年
訓
練
・
新

　
潟
・
三
条
の
二
校
）

◎
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
一
年
訓
練
・

　
三
条
校
の
み
）

◎
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
一
年
訓

　
練
・
上
越
校
の
み
）

二
、
普
通
課
程
（
一
類
）
及
び
専

修
訓
練
課
程

・
対
象

　
　
義
務
教
育
を
終
了
し
た
人
。

　
（
来
年
卒
業
予
｛
疋
者
含
む
）

・
募
集
受
付
期
間

　
　
平
成
元
年
十
月
九
日
～
十
一

月
ふ
ハ
日
ま
で

・
選
考
日
時

　
　
平
成
元
年
十
一
月
二
十
四
日

※
詳
し
く
は
県
立
高
等
職
業
訓
練

校
ま
た
は
、
公
共
職
業
安
定
所
へ

お
闘
合
せ
く
だ
さ
い
。

マントパーク津南

冬期職員募集

　南越後リゾート開発㈱で経営して

いる感マントパーク津南スキー場、、

では、冬季リフト係等の職員を募集

しています。

　募集内容は

・職種　リフト係（性別を問わず）

。人員　新規増員15名

・年齢　65歳までの方

・勤務期間　スキーシーズン中

・勤務時間　午前8時～午後5時

・給与等　当社規定による。

・問い合せ先

　丁949－81

　中魚沢郡津南町大字上郷上田1

　　　　　　　　　　　　745－1

　智津南65－2040

　マシトパータ津南　人事係
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真夏の雪まつり

8月14日（月）

今
年
も
来
て
ね
／
・
大
厳
寺
へ

　
久
、
、
に
降
っ
た
雪
を
．
夏
ま
で
保
存

し
、
そ
の
．
雪
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
と

い
う
ケ
官
緊
夏
の
．
雪
ま
つ
り
”
。
今

年
で
三
回
H
を
迎
え
ま
す
。

　
咋
年
は
熱
気
球
と
野
外
映
画
観

賞
会
で
話
題
を
呼
び
、
人
変
多
く

の
方
か
ら
誓
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
雪
L
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
三
つ
も
川
意
し
て
皆
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。
．
雪
卜
．
つ
な
引
き
・

雪
上
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
・
．
露
L
馬

そ
り
リ
レ
ー
の
三
つ
で
す
。
つ
な

引
き
は
男
性
三
名
・
女
性
』
名
で

チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
馬
そ
り
リ
レ
ー
は
一
チ
ー

ム
四
名
（
男
・
女
を
問
わ
ず
）
で

す
の
で
、
仲
問
を
誘
っ
て
出
場
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン

人
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
　
こ
の
ほ
か
、
咋
年
子
供
た
ち
に

大
変
喜
ば
れ
た
”
ジ
ャ
ン
ボ
山
．
右
魚

の
つ
か
み
ど
り
”
や
、
か
ぶ
と
虫

プ
レ
、
ゼ
ン
ト
、
チ
ュ
ー
ブ
．
襲
り
、

ソ
リ
、
ミ
ニ
ス
キ
ー
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

　
売
店
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

暑
い
時
期
で
す
。
た
と
え
一
日
で

も
冷
た
い
．
需
の
ト
』
で
、
お
も
い
っ

き
り
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
お
盆

帰
省
さ
れ
る
方
た
ち
を
誘
っ
て
、

人
厳
寺
高
原
に
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。
　
時
問
は
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
．
晋
L
ジ
ャ
ン
ケ
ン
人
会
は
ト
一

時
三
卜
分
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ワ

ナ
つ
か
み
ど
り
は
、
卜
∴
一
碍
．
．
．
卜

分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
9
日
は
“
救
急
の
日
”

『
考
え
よ
う
、

救
急
医
療
・

　
　
救
急
業
務
』

▽
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

　
一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の

　
事
を
は
っ
き
り
知
ら
せ
て
く
だ

　
さ
い
〃
一

の
．
火
事
・
救
急
」
の
区
別

ω
来
て
ほ
し
い
場
所
（
部
落
・
屋

　
号
）

の
事
故
や
病
気
の
種
類

㈱
患
者
の
性
別
・
年
齢

㈹
患
者
が
今
、
ど
ん
な
様
．
宇
か
。

　
（
意
識
が
あ
る
か
、
呼
吸
し
て

　
い
る
か
、
出
血
が
あ
る
か
等
）

の
白
分
の
名
前
（
部
落
と
屋
号
で

　
も
良
い
）

▽
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

　
救
急
唯
が
来
る
ま
で
に
出
来
れ

　
ば
次
の
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

0
必
要
な
手
当
を
続
け
る

ω
保
険
証
を
準
備
す
る

の
救
急
車
が
わ
か
る
よ
う
に
表
に

　
出
る

㈹
か
か
り
つ
け
の
医
師
が
い
た
ら

連
絡
『
す
る

※
分
遣
所
で
は
職
員
が
い
つ
で
も

　
…
動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い

　
ま
す
。
交
通
事
故
や
急
病
な
ど

　
思
わ
ぬ
事
態
に
出
合
っ
た
時
は
、

　
分
遣
所
（
一
一
九
番
）
に
連
絡

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
法
の
指
導
依
頼
や
防
火
座

　
　
　
、
そ
の
他
消
防
に
関
す

　
る
嘱
で
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ

　
た
ら
気
軽
に
お
．
電
話
く
だ
さ
い
。

　
（
六
－
二
三
三
〇
番
で
す
）

を
受
け
た
ら

年
金
証
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、

毎
年
八
月
期
（
四
月
～
七
月
分
）

の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、
国
民
年

金
証
書
を
市
町
村
役
場
に
提
出
し

て
、
所
得
の
状
況
な
ど
の
審
査
を

受
け
、
国
民
年
金
証
書
に
そ
の
旨

を
記
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
全

額
が
国
の
費
用
で
賄
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
本
人
や
同
じ
世
帯
の

家
族
（
扶
養
義
務
者
等
）
に
、
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
り
、
他

の
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、

老
齢
福
祉
年
金
の
額
が
一
部
ま
た

は
全
部
に
つ
い
て
支
給
停
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
の
状
況
な
ど
を
審
査
し
た

結
果
支
払
い
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
す
と
、
国
民
年
金
証
書
に
八
月

か
ら
来
年
七
月
ま
で
の
一
年
間
に

支
払
い
す
る
年
金
額
を
各
支
払
期

ご
と
に
記
入
し
、
再
び
受
給
者
に

交
付
す
る
事
に
な
り
ま
す
．

　
万
一
、
年
金
証
書
の
提
出
が
遅

れ
ま
す
と
、
短
い
期
間
に
大
量
の

事
務
処
理
を
す
る
た
め
に
、
証
書

を
お
返
し
す
る
の
に
手
間
ど
り
、

十
一
月
十
一
日
の
支
払
日
ま
で
に

間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、

早
め
に
年
金
証
書
を
お
返
し
く
だ

さ
い
。
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等職業訓練校高県立

集募徒生

一
、
普
通
課
程
（
二
類
）

・
対
象

　
高
等
学
校
卒
業
者
又
は
こ
れ

　
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

人
。
　
（
平
成
二
年
三
月
卒
業
予

　｛

疋
者
含
む
）

・
募
集
受
付
期
問

　
　
平
成
一
兀
年
九
月
一
口
～
十
月

五
日
ま
で
。

・
選
考
日
時

　
　
平
成
一
兀
年
十
月
十
九
日
、
午

前
九
時
よ
り
。

　
な
お
、
来
年
四
月
よ
り
次
の
三

つ
の
新
し
い
科
が
訓
練
を
開
始
し

ま
す
。

◎
N
C
機
械
課
（
二
年
訓
練
・
新

　
潟
・
三
条
の
二
校
）

◎
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
一
年
訓
練
・

　
三
条
校
の
み
）

◎
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
一
年
訓

　
練
・
上
越
校
の
み
）

二
、
普
通
課
程
（
一
類
）
及
び
専

修
訓
練
課
程

・
対
象

　
　
義
務
教
育
を
終
了
し
た
人
。

　
（
来
年
卒
業
予
｛
疋
者
含
む
）

・
募
集
受
付
期
間

　
　
平
成
元
年
十
月
九
日
～
十
一

月
ふ
ハ
日
ま
で

・
選
考
日
時

　
　
平
成
元
年
十
一
月
二
十
四
日

※
詳
し
く
は
県
立
高
等
職
業
訓
練

校
ま
た
は
、
公
共
職
業
安
定
所
へ

お
闘
合
せ
く
だ
さ
い
。

マントパーク津南

冬期職員募集

　南越後リゾート開発㈱で経営して

いる感マントパーク津南スキー場、、

では、冬季リフト係等の職員を募集

しています。

　募集内容は

・職種　リフト係（性別を問わず）

。人員　新規増員15名

・年齢　65歳までの方

・勤務期間　スキーシーズン中

・勤務時間　午前8時～午後5時

・給与等　当社規定による。

・問い合せ先

　丁949－81

　中魚沢郡津南町大字上郷上田1

　　　　　　　　　　　　745－1

　智津南65－2040

　マシトパータ津南　人事係
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保険税はなぜ高い？

　
国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
よ
り

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
は
、
被
保
険
者
の
義
務
で
あ

り
、
期
日
ど
う
り
に
必
ず
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
保
険
税
が
高
い
、
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
た
し
か
に
保

険
税
を
納
め
る
方
に
と
っ
て
は
大

変
な
負
担
と
思
い
ま
す
。
い
っ
た

い
、
保
険
税
は
ど
う
し
て
こ
ん
な

平成元年度国保税率表

区　分 税　　率 説　　　　　　　　　明

所得割 5．42 所得金額10，000円に対し　542円＿　一　100

資産税
50　61
＿＿二＿＿ 固定資産税額10，000円に対し5，061円
100

均等割 18，800円 加入者1人分　2人の場合は37，600円

平等割 21，500円 1世帯当り

医
療
費
節
約
を
心
が
け

　
　
　
保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ご
う

　
一
人
、
一
人
が
必
要
な
と
き
、

本
当
に
必
要
な
治
療
が
十
分
に
受

け
ら
れ
る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ

ん
を
転
々
と
し
た
り
、
不
必
要
な

ク
ス
リ
ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な
、

ム
ダ
な
医
療
費
を
使
わ
な
い
よ
う

に
首
同
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
そ

の
理
由
は
、
保
険
税
は
、
国
保
の

加
入
者
が
診
療
を
う
け
た
場
合
の

医
療
費
に
あ
て
ら
れ
、
し
か
も
そ

の
医
療
費
が
年
々
ふ
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
、

保
険
税
に
は
ね
返
り
皆
さ
ん
の
肩

に
直
接
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は

そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
ぐ
ら
い

に
な
る
か
を
予
測
し
た
上
で
税
額

が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
の
た
暫
し

　
　
　
　
　
　
分
の
は
と

　
　
　
　
　
　
年
こ
で
額

　
　
　
　
　
　
前
　
。
ま
月

　
　
　
　
　
　
は
す
月
を

　
　
　
　
　
　
税
ま
6
額

　
　
　
　
　
　
険
い
ら
の

　
　
　
　
　
　
保
て
か
ー

　
　
　
　
　
　
。
し
月
の

　
　
　
　
　
　
た
と
4
分

　
　
　
　
　
　
し
　
」
の
1
2

　
　
　
　
　
　
ま
準
で
の

　
　
　
　
　
　
り
基
ま
税

　
　
　
　
　
　
ま
課
る
険

　
　
　
　
　
　
決
賦
れ
保

　
　
　
　
　
　
が
「
　
さ
の

　
　
　
　
　
　
税
を
｛
疋
度

　
　
　
　
　
　
険
ど
決
年

　国保税率決定

　元年度の正式な保匡

所得や固定資産税な

め、前年度の所得が名

定保険税として、前｛

ています．

に
、
又
、
深
夜
、
休
口
、
時
問
外

受
診
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う

お
互
い
に
気
を
つ
け
医
療
費
の
節

約
を
心
が
け
、
保
険
税
の
値
上
げ

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費
の
改
正

　
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
が
改
正
さ
れ
、
六
月
一
日
よ
り

受
診
さ
れ
た
医
療
費
か
ら
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
高
額
療
養
費
支
給
該
当

者
へ
は
、
従
来
ど
お
り
役
場
か
ら

通
知
い
た
し
ま
す
。

　
改
正
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
。
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区　分
該当3ケ月未満 該当4ケ月から

　（多数該当）．

改
　
　
　
正

課
税

　　　　円

57，000

　　　　円

33，000

非
課
税
31，800 22，200

現
　
　
　
行

課
税
54，000 30，000

非
課
税
30，000 21，000

保
険
証
の

　
　
　
更
新
に
つ
い
て

　
九
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
と
退
職
者
制
度
の
保
険

証
が
「
ふ
じ
色
」
に
か
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
「
は
だ
色
」
の
保
険
証

は
、
八
月
三
十
一
日
か
ぎ
り
で
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。
更
新
は
八
月
末
に
部
落
長

さ
ん
を
通
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

7
月
か
ら
新
し
い

　
　
　
　
　
　
保
険
税

，
7
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納

付
書
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
元
年
度
の
税
を

決
め
る
税
率
は
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ら
4
つ
の
合
計
額
が
一
兀
年
度

の
保
険
税
で
す
。
7
月
か
ら
の
保

険
税
は
、
4
月
か
ら
6
月
ま
で
の

「
暫
｛
疋
保
険
税
」
を
差
引
い
て
決

｛
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
高
限
度
額
は

　
年
間
四
十
二
万
円
に

　
保
険
税
は
世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
・
、
王
に

一
括
賦
課
さ
れ
、
賦
課
額
の
算
｛
疋

は
世
帯
主
の
所
得
や
資
産
、
お
よ

び
加
入
者
の
所
得
・
資
産
に
っ
い

て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し

世
帯
主
が
加
入
者
で
数
い
場
合
は

世
帯
主
の
分
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
保

険
税
の
最
高
限
度
額
は
四
十
二
万

円
で
す
。
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
、

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

国
保
財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を
ー
●

　
医
療
費
が
ふ
え
る
の
は
、
や
む

を
え
な
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。
お

と
し
よ
り
の
人
口
が
急
激
に
増
え

て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。

お
と
し
よ
り
が
ふ
え
れ
ば
自
然
に

病
気
を
持
つ
人
も
ふ
え
て
い
き
ま

す
。　
ま
た
医
療
の
進
歩
に
伴
な
っ
て

高
度
の
医
療
技
術
が
開
発
さ
れ
、

そ
れ
が
高
額
の
医
療
費
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に

医
療
費
が
増
え
続
く
と
、
相
扶
共

済
を
目
的
と
し
た
国
保
制
度
が
崩

壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
医
療
費

の
無
駄
づ
か
い
、
と
い
う
側
面
の

あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
と
に
か
く
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、

保
険
税
の
こ
れ
以
上
の
高
騰
を
防

ぐ
に
は
、
医
療
費
の
節
約
し
か
、

ほ
か
に
手
だ
て
は
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
医
療
費
節
約
の

方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
を

　
　
　
　
ク
　
画
〆
し

　
　
　
　
q
裁
。
一
4

　
　
　
　
　
　
　
グ

夏
季
火
災
予
防
運
動
実
施
中

　
　
　
　
8
月
1
日
～
3
1
日

　
夏
休
み
、
お
盆
を
迎
え
帰
省
客
・

避
暑
観
光
客
等
で
、
当
松
之
山
町

も
人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
事
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
い
火
気
を
魅

取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
火

災
の
多
発
が
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
火
災
の

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

”
夏
季
火
災
予
防
運
動
”
を
実
施

⑧

し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
、
十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
夏
休
み
期
間
中
は
、
子
供
の
“
花

火
遊
び
に
よ
る
火
災
”
。
”
水
の
事

故
”
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
分
の

子
供
だ
け
で
な
く
、
よ
そ
の
子
供

た
ち
が
危
険
な
事
を
し
て
い
た
ら
、

近
く
に
い
る
大
人
が
注
意
し
ま
し

ょ
・
つ
。

チビッ子消防隊

「ボクたち火遊びしません」
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い
方
は
、

住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

国
保
財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を
ー
●

　
医
療
費
が
ふ
え
る
の
は
、
や
む

を
え
な
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。
お

と
し
よ
り
の
人
口
が
急
激
に
増
え

て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。

お
と
し
よ
り
が
ふ
え
れ
ば
自
然
に

病
気
を
持
つ
人
も
ふ
え
て
い
き
ま

す
。　
ま
た
医
療
の
進
歩
に
伴
な
っ
て

高
度
の
医
療
技
術
が
開
発
さ
れ
、

そ
れ
が
高
額
の
医
療
費
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に

医
療
費
が
増
え
続
く
と
、
相
扶
共

済
を
目
的
と
し
た
国
保
制
度
が
崩

壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
医
療
費

の
無
駄
づ
か
い
、
と
い
う
側
面
の

あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
と
に
か
く
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、

保
険
税
の
こ
れ
以
上
の
高
騰
を
防

ぐ
に
は
、
医
療
費
の
節
約
し
か
、

ほ
か
に
手
だ
て
は
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
医
療
費
節
約
の

方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
を

　
　
　
　
ク
　
画
〆
し

　
　
　
　
q
裁
。
一
4

　
　
　
　
　
　
　
グ

夏
季
火
災
予
防
運
動
実
施
中

　
　
　
　
8
月
1
日
～
3
1
日

　
夏
休
み
、
お
盆
を
迎
え
帰
省
客
・

避
暑
観
光
客
等
で
、
当
松
之
山
町

も
人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
事
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
い
火
気
を
魅

取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
火

災
の
多
発
が
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
火
災
の

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

”
夏
季
火
災
予
防
運
動
”
を
実
施

⑧

し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
、
十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
夏
休
み
期
間
中
は
、
子
供
の
“
花

火
遊
び
に
よ
る
火
災
”
。
”
水
の
事

故
”
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
分
の

子
供
だ
け
で
な
く
、
よ
そ
の
子
供

た
ち
が
危
険
な
事
を
し
て
い
た
ら
、

近
く
に
い
る
大
人
が
注
意
し
ま
し

ょ
・
つ
。

チビッ子消防隊

「ボクたち火遊びしません」
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東
京
の
幼
稚
園
児
と
交
流
会
（
松

　
索
・
口
小
杉
並

〆
の
増
盤
ク
h
幼
楕

園
（
円
羽
み
亡
り
園
艮
、
．
の
園
児

と
先
甘
・
乃
、
こ
の
幼
楕
幽
O
B
の

小
学
挫
㌧
凶
卜
名
が
、
自
然
休
鹸

学
羽
、

臼
の
た
め
』
寺
ム
～
守
パ
．
日

よ
ぐ
、

の
四
日
間
熔
ア
κ
…
を
，
訥
れ
、

地
兀
の
子
供
た
6
と
の
触
れ
合
い

を

行
い
ま
し
た
．

　
二
十
じ

］
の
午
前
に
は
幼
稚
園

児
と
先
生
、

b
が
松
鼎
保
自
所
を
訪

れ
。
、
『
緒
に
歌
を
歌
つ
た

り
、
紙

什・，

κ

居
を

見
た
り
、
お
や
つ
『
を
食
べ

た
り
し
て
楽
し
い
び
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
。
特
に
円
．
羽
み
ど
り
園

．
長
先
生
は
歌
の
専
門
、
家
で
、
な
か

な
か
ユ
「
…
ー
ク
な
指
導
を
し
ζ
お

り
ま
し
た
。

ズ
“
孤
、

・
・
懸
．

㌔
遡
ソ
し
貿
　
響

第
六
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
四
〇
六
人
が
チ
ヤ
レ
ン
ジ

丹羽園長先生と一緒に歌ったり

ゲームをしたりして、楽しいひ

とときを過しました。

2
　
弓
さ
な
～
供
か
ら
大
人
」
σ
参
、
皿

加
し
⊂
楽
し
み
な
が
b
健
、
脚
を
競

、
⊇
－
第
L
沿
健
一
康
マ

フ
シ
ノ
［
ガ
・

ヒ
目
…
日
の
’
弓
後
行
、
わ
れ
、
四
Q

六
人
も
の
入
が
「
内
口
と
』
、
ー

の
〕
ー
ス
に
チ
V
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　
、
目
然
休
養
村
セ
ン
ヲ
ー
と
巳
之

下
線
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
健
康
マ

ラ
ソ
ン
、
今
回
か
ら
幼
児
、
　

般

向
け
に
「
キ
ロ
の
］
ー
ス
が
新
設

さ
れ
．
な
お
…
層
参
加
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
、
セ
ン
9
1
の
前
で

臨
会
式
、
準
備
運
動
が
行
わ
れ
た

倭
、
二
時
三
十
分
よ
り
三
班
に
分

れ
ぐ
ス
9
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

べ
ー
ス
を
保
ち
な
が
ら
皿
生
け
ん

命
走
り
ま
し
た
。
中
で
．
も
幼
児
と

お
父
さ
ん
、
お
田
さ
ん
が
一
緒
に

走
る
姿
、
は
大
変
ほ
ほ
え
ま
し
く
、

健
康
マ
ラ
ソ
ン
ら
し
い
光
景
で
し

た
。　
次
の
大
会
も
み
ん
な
で
参
加
し

ま
し
よ
、
つ
Q

羅

巳之下線を次々と折り返えして行く

中学生選手

女子の部優勝の“タンスにゴンチーム。天水越の

婦人の皆さん

むの1、むむ崩雇ハ巽全3

4
　
東
頸
城
郡
の
予
選
会
を
兼
ね
た

第
四
回
、
松
之
由
町
高
齢
者
ス
ポ

　
ー
ツ
大
△
万
が
レ
し
目
　
一
十
」
パ
n
ロ
、
　
町

民
体
育
館
と
ワ
フ
ン
ド
を
会
場
に

　開

催
さ
れ
、
町
内
の
お
年
寄
り
四

〇
〇
人
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　
午
前
中
、
体
育
館
の
中
で
9
ル

転
が
し
リ
レ
ー
な
ど
六
種
目
の
室

内
競
技
が
地
区
対
抗
で
実
施
さ
れ
、

午
後
は
ク
ラ
ン
ド
に
出
て
ゲ
ー
ト

や
つ
ば
り
島
の
若
し
ょ
は
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
回
町
民
つ
な
引
き
大
会

　
今
回
ぐ
、
菰
回
目
を
数
え
る
商
工

会
南
年
部
主
催
の
”
町
民
つ
な
引

き
大
会
”
が
ヒ
周
十
九
日
の
役
行

わ
れ
￥
男
性
チ
ー
ム
が
十
九
、
女

牲
チ
ー
ム
が
十
三
出
場
し
、
優
勝

め
ざ
し
（
頑
張
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
な
っ
な
引
き
人
気
と
と

も
に
、
各
賞
の
賞
品
が
豪
醇
な
翁

も
あ
っ
て
根
強
い
フ
ァ
ン
が
沢
山

い
る
こ
の
大
会
、
常
連
チ
ー
ム
あ

り
、
即
席
チ
ー
ム
あ
り
と
、
い
⊃

も
な
が
ら
の
に
ぎ
や
か
な
大
会
．
風

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
く
ラ
回
は
、
笛
年
県
な
ど
の

上
部
大
会
ぐ
良
い
成
績
を
上
げ
て

い
る
、
十
．
巳
町
の
珠
川
チ
ー
ム
が

特
別
出
場
し
て
く
れ
、
天
水
島
B

チ
ー
ム
と
模
範
試
合
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
引
っ
ば
る
姿
勢
、
9

イ
ミ
ン
ワ
、
か
け
引
き
な
ど
に
強

さ
の
秘
訣
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
日
の
試
合
結
果
は
￥
男
子

の
部
は
天
水
島
A
と
B
の
ニ
チ
ー

ム
が
圧
倒
的
強
さ
で
．
勝
6
進
み
、

［
・
二
位
を
猿
占
、
f
位
に
は
－

協
職
輿
に
よ
る
、
』
、
、
、
ラ
ク
ル
ポ
ー

が
入
り
ま
し
た
、
。

　
女
子
の
方
は
、
や
は
り
松
里

が
強
ピ
＼
、
越
の
婦
人
に
よ
る
9
、

ス
に
コ
ン
チ
ー
ム
が
優
勝
、

に
農
協
の
∫
、
、
ラ
ク
ル
レ
［
ブ
ー
ス
、

三
位
は
ミ
、
巨
ス
島
チ
ー
ム
と
い
一

成
績
で
し
た
。
．
こ
の
は
か
、
残
念

な
が
ら
途
中
で

敗
れ
た
チ
ー
ム
に

も
大
変
豪
蝦
な
賞
品
が
沢
出
贈
ら

れ
ま
し
た
。

老
人
パ
ワ
ー
大
爆
発
第
四
回
高
齢
者
ス
ボ
ー
ツ

ポ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
室
内
競
技
は
、
9
ル
転
が
し
リ

レ
ー
・
…
ヨ
ル
フ
リ
レ
ー
・
フ

ウ
セ
ン
運
び
リ
レ
ー
・
大
玉
送
り
・

玉
入
れ
・
男
女
混
合
リ
レ
ー
の
」
パ

種
目
で
￥
各
種
目
の
合
計
得
点
で

総
合
成
績
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

各
種
目
ご
と
一
位
に
な
っ
た
地
区

の
選
手
が
、
町
代
表
と
し
ζ
郡
大

会
に
出
場
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

◎
総
合
成
績

一
位
　
松
之
由
地
区

二
位
　
三
省
地
区

［
一
位
　
浦
田
地
区

四
位
　
布
川
地
区

五
位
　
松
里
地
区

◎
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル

一
位
　
松
之
山
チ
ー
ム

ニ
位
　
川
手
チ
ー
ム

三
位
　
水
梨
チ
ー
ム

　　　　・，柵咽磨

う，煽癒噸

』＿」里徹、，

　特別参加の十日町珠川チーム

引っばる姿勢がそろってますね

一鷹、譜．雛
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日

よ
ぐ
、

の
四
日
間
熔
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を
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訥
れ
、

地
兀
の
子
供
た
6
と
の
触
れ
合
い

を

行
い
ま
し
た
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二
十
じ

］
の
午
前
に
は
幼
稚
園

児
と
先
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、

b
が
松
鼎
保
自
所
を
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れ
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、
『
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に
歌
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た

り
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紙
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κ

居
を

見
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お
や
つ
『
を
食
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た
り
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楽
し
い
び
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
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特
に
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羽
み
ど
り
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長
先
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は
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専
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な
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ま
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弓
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が
b
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、
脚
を
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第
L
沿
健
一
康
マ

フ
シ
ノ
［
ガ
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目
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日
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後
行
、
わ
れ
、
四
Q

六
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も
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内
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と
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し
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目
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と
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之
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行
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今
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児
、
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新
設
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な
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加
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後
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、
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の
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で
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、
準
備
運
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が
行
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三
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よ
り
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れ
の
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ら
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、
体
育
館
の
中
で
9
ル

転
が
し
リ
レ
ー
な
ど
六
種
目
の
室

内
競
技
が
地
区
対
抗
で
実
施
さ
れ
、

午
後
は
ク
ラ
ン
ド
に
出
て
ゲ
ー
ト

や
つ
ば
り
島
の
若
し
ょ
は
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
回
町
民
つ
な
引
き
大
会

　
今
回
ぐ
、
菰
回
目
を
数
え
る
商
工

会
南
年
部
主
催
の
”
町
民
つ
な
引

き
大
会
”
が
ヒ
周
十
九
日
の
役
行

わ
れ
￥
男
性
チ
ー
ム
が
十
九
、
女

牲
チ
ー
ム
が
十
三
出
場
し
、
優
勝

め
ざ
し
（
頑
張
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
な
っ
な
引
き
人
気
と
と

も
に
、
各
賞
の
賞
品
が
豪
醇
な
翁

も
あ
っ
て
根
強
い
フ
ァ
ン
が
沢
山

い
る
こ
の
大
会
、
常
連
チ
ー
ム
あ

り
、
即
席
チ
ー
ム
あ
り
と
、
い
⊃

も
な
が
ら
の
に
ぎ
や
か
な
大
会
．
風

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
く
ラ
回
は
、
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．
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よ
う
で
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の
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は
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［
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た
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。
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＼
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ス
に
コ
ン
チ
ー
ム
が
優
勝
、

に
農
協
の
∫
、
、
ラ
ク
ル
レ
［
ブ
ー
ス
、

三
位
は
ミ
、
巨
ス
島
チ
ー
ム
と
い
一

成
績
で
し
た
。
．
こ
の
は
か
、
残
念

な
が
ら
途
中
で

敗
れ
た
チ
ー
ム
に

も
大
変
豪
蝦
な
賞
品
が
沢
出
贈
ら

れ
ま
し
た
。

老
人
パ
ワ
ー
大
爆
発
第
四
回
高
齢
者
ス
ボ
ー
ツ

ポ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
室
内
競
技
は
、
9
ル
転
が
し
リ

レ
ー
・
…
ヨ
ル
フ
リ
レ
ー
・
フ

ウ
セ
ン
運
び
リ
レ
ー
・
大
玉
送
り
・

玉
入
れ
・
男
女
混
合
リ
レ
ー
の
」
パ

種
目
で
￥
各
種
目
の
合
計
得
点
で

総
合
成
績
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

各
種
目
ご
と
一
位
に
な
っ
た
地
区

の
選
手
が
、
町
代
表
と
し
ζ
郡
大

会
に
出
場
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

◎
総
合
成
績

一
位
　
松
之
由
地
区

二
位
　
三
省
地
区

［
一
位
　
浦
田
地
区

四
位
　
布
川
地
区

五
位
　
松
里
地
区

◎
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル

一
位
　
松
之
山
チ
ー
ム

ニ
位
　
川
手
チ
ー
ム

三
位
　
水
梨
チ
ー
ム

　　　　・，柵咽磨

う，煽癒噸

』＿」里徹、，

　特別参加の十日町珠川チーム

引っばる姿勢がそろってますね

一鷹、譜．雛
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5
第
二
回
な
が
な
わ
と
び
大
会
上
蝦
池
A
チ
ー
ム
が
優
勝

　
町
政
施
行
三
十
周
勾
記
（
．
心
大
会

と
し
て
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
な

が
な
わ
と
び
大
会
」
。
今
年
も
七

月
七
日
の
夜
に
第
二
回
目
の
大
会

が
行
わ
れ
￥
昨
年
よ
喰
四
チ
ー
ム

少
な
い
十
石
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
“
心
ひ
と
つ
に
し
て
、
み
ん
な

で
ジ
ャ
ン
ブ
”
を
ス
ロ
L
カ
ン
に
、

飛
び
手
十
人
（
女
性
二
人
以
上
）

回
し
手
二
人
の
意
気
が
ビ
ッ
9
リ

合
わ
な
い
と
、
な
か
な
か
連
続
し

て
飛
べ
ま
せ
ん
。

　
ム
フ
回
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
飛
ん

で
優
勝
し
た
の
は
．
”
上
鰐
池
A
チ

ー
ム
”
。
決
勝
戦
で
は
一
〇
六
回

を
飛
び
ま
し
た
。
二
位
は
…
〇
五

回
を
飛
ん
だ
“
松
里
ジ
ャ
ン
ビ
ン

ク
チ
ー
ム
”
。
三
位
は
八
七
回
の

“
湯
由
チ
ー
ム
”
で
、
し
た
。

　
ま
た
、
第
㎝
回
戦
で
多
く
飛
ん

だ
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
フ

．蟹奪慧峯叢翔
みんな、の気持ちが合わないと沢山飛べません

賞
は
、
一
位
に
上
鰐
池
B
チ
ー
ム
、

三
五
回
．
　
痘
は
上
鰐
池
A
チ

ー
ム
、
　
一
二
三
回
、
三
位
黒
倉
チ

ー
ム
．
二
八
回
と
、
こ
こ
で

も

上
鰐
池
チ
ー
ム
が
大
頑
張
り
し
ま

し
た
。

　
こ
の
は
か
、
こ
の
大
会
ぐ
は
素

晴

b
し
い
記
録
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

総
合
で
、
二
位
と
な
っ
た
松
里
ジ
ャ

ン
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
が
、
準
決
勝
の

と
き
㎜
九
八
回
と
い
う
大
記
録
を

必死で頑張る上蝦池チーム

作
り
、
参
加
し
た
他
の
チ
ー
ム
を

「
あ
っ
」
と
い
わ
せ
ま
し
た
。

▽
成
　
績

優
　
勝
　
上
鰐
池
A
チ
ー
ム

準
優
勝
　
松
里
ジ
ャ
ン
ビ
ン
ク

＝
　
位
　
湯
山
チ
ー
ム

◎
ジ
ヤ
ン
フ
賞

一
　
位
　
上
鰐
池
B
チ
ー
ム

ニ
位
　
〃
A
．
チ
ー
ム

三
　
位
　
黒
倉
チ
ー
ム

壁犠也7芸講占と大活躍

法
務
総
合
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
社
会
生

活
の
中
で
、
差
別
や
虐
待
に
苦

し
め
ら
れ
た
り
、
名
誉
や
信
用

を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
土
地
・

建
物
の
取
引
・
金
銭
の
貸
し
借

り
、
交
通
事
故
問
題
な
ど
、
色

々
な
相
談
に
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。▽
相
談
日
及
び
会
場

〇
九
月
八
日
（
金
）
・
午
前
十

　
時
～
午
後
三
時
ま
で

○
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

停
電
の

　
　
お
知
ら
せ

▼
九
月
六
日
（
水
〉

　
○
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

　
　
ま
で

　
○
藤
原
部
落
の
一
部

　
　
　
　
　
－
東
北
電
カ
ー

松
之
山
か
ら
四
種
目
に
代
表
が
！

　
広
く
県
民
各
層
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
増
進
と
体
力
の
向

上
を
推
進
し
て
、
明
る
く
豊
か
な

県
民
生
活
を
作
る
事
を
目
的
に
、

今
年
か
ら
始
め
ら
れ
る
”
第
一
回

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
”
。

　
最
初
と
な
る
今
年
の
大
会
は
、

八
月
五
～
六
H
に
長
岡
市
で
開
催

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
施
さ
れ
る
種
目
は
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
婦
人
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
的
競
技
も
含
め
、
ト
ヒ
種

目
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
先
立
ち
各
地
区
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
鵬
一覧

藤騰．

、
．

灘
皿

　
　
　
　
　
　
鷺

．
礁
臓
欝

予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
も
L
越
大
会
で
四

つ
の
種
目
に
出
場
、
四
種
目
と
も

大
活
躍
で
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
長

岡
で
の
県
大
会
に
出
場
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
．

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
松
之
山
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

◎
男
女
混
合
つ
な
引
き

　
天
水
島
チ
ー
ム
を
中
心
に
．
編
成

◎
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
松
之
山
チ
ー
ム

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
浦
田
の
婦
人
を
中
心
に
編
成

　
皆
さ
ん
ガ
ン
バ
ッ
て
く
だ
さ
い
。

　
鼎
　
　
　
　
　
　
　
き

　
欄
　
　
　
　
　
　
　
牲

　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
混

　
　
　
　
　
　
　
女
　
。

　
　
　
　
　
　
　
男
す

嫌贈、翻醐駒麟

ゲートボール、

などに出場しま

地元出身者を招いて

地域おこし講演会

三省地区

　
三
省
地
区
分
館
で
は
、
七
月
五

H
の
夜
に
水
梨
部
落
出
身
で
、
現

在
束
京
で
轡
道
家
と
し
て
活
躍
し

て
お
ら
れ
る
相
沢
龍
雪
先
生
（
本

名
　
繁
）
を
招
い
て
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
お
こ
し
講
演
会
は
、

咋
年
の
社
会
農
学
研
究
所
長
の
安

達
生
恒
先
生
以
来
二
回
H
の
も
の

で
、
過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
中
で

少
し
で
も
地
区
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
と
、
公
民
館
分
館
が
・
、
王
催

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
H
講
師
と
な
っ
た
相
沢
先

生
は
、
日
展
会
友
・
太
玄
会
副
理

事
長
な
ど
の
役
職
を
歴
任
し
、
目

本
の
書
道
会
を
代
表
さ
れ
る
書
家

で
、
講
演
の
力
も
「
古
代
中
国
人

の
知
恵
と
私
達
」
と
い
う
、
書
に

講師の相沢龍雪先生

ち
な
ん
だ
演
題
を
掲
げ
て
約
一
時

間
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
内
容
は
「
漢
字
は
中
国
か

ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、

現
在
使
わ
れ
て
い
る
諺
な
ど
も
中

国
の
長
い
歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
が
大
変
多
く
あ
る
。
故
郷

を
大
切
に
思
う
心
も
古
代
中
国
時

代
か
ら
ず
っ
と
培
わ
れ
て
来
た
も

の
だ
。
こ
の
地
区
を
離
れ
て
い
る

人
た
ち
も
故
郷
の
事
を
大
事
に
し

て
い
る
。
地
区
の
皆
さ
ん
も
頑
張

っ
て
ほ
し
い
ゆ
と
い
う
も
の
で
し

た
。
廃
校
利
用
、
工
場
誘
致
の
兆

し
な
ど
三
省
地
区
に
と
っ
て
明
る

い
話
題
も
あ
り
、
講
演
会
の
成
功

と
と
も
に
地
域
お
こ
し
の
芽
が
少

し
ず
つ
生
ま
れ
て
来
た
よ
う
で
す
。

夜の講演会にもかかわらず、大勢の

方が参加してくれました・

●
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第
二
回
な
が
な
わ
と
び
大
会
上
蝦
池
A
チ
ー
ム
が
優
勝

　
町
政
施
行
三
十
周
勾
記
（
．
心
大
会

と
し
て
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
な

が
な
わ
と
び
大
会
」
。
今
年
も
七

月
七
日
の
夜
に
第
二
回
目
の
大
会

が
行
わ
れ
￥
昨
年
よ
喰
四
チ
ー
ム

少
な
い
十
石
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
“
心
ひ
と
つ
に
し
て
、
み
ん
な

で
ジ
ャ
ン
ブ
”
を
ス
ロ
L
カ
ン
に
、

飛
び
手
十
人
（
女
性
二
人
以
上
）

回
し
手
二
人
の
意
気
が
ビ
ッ
9
リ

合
わ
な
い
と
、
な
か
な
か
連
続
し

て
飛
べ
ま
せ
ん
。

　
ム
フ
回
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
飛
ん

で
優
勝
し
た
の
は
．
”
上
鰐
池
A
チ

ー
ム
”
。
決
勝
戦
で
は
一
〇
六
回

を
飛
び
ま
し
た
。
二
位
は
…
〇
五

回
を
飛
ん
だ
“
松
里
ジ
ャ
ン
ビ
ン

ク
チ
ー
ム
”
。
三
位
は
八
七
回
の

“
湯
由
チ
ー
ム
”
で
、
し
た
。

　
ま
た
、
第
㎝
回
戦
で
多
く
飛
ん

だ
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
フ

．蟹奪慧峯叢翔
みんな、の気持ちが合わないと沢山飛べません

賞
は
、
一
位
に
上
鰐
池
B
チ
ー
ム
、

三
五
回
．
　
痘
は
上
鰐
池
A
チ

ー
ム
、
　
一
二
三
回
、
三
位
黒
倉
チ

ー
ム
．
二
八
回
と
、
こ
こ
で

も

上
鰐
池
チ
ー
ム
が
大
頑
張
り
し
ま

し
た
。

　
こ
の
は
か
、
こ
の
大
会
ぐ
は
素

晴

b
し
い
記
録
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

総
合
で
、
二
位
と
な
っ
た
松
里
ジ
ャ

ン
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
が
、
準
決
勝
の

と
き
㎜
九
八
回
と
い
う
大
記
録
を

必死で頑張る上蝦池チーム

作
り
、
参
加
し
た
他
の
チ
ー
ム
を

「
あ
っ
」
と
い
わ
せ
ま
し
た
。

▽
成
　
績

優
　
勝
　
上
鰐
池
A
チ
ー
ム

準
優
勝
　
松
里
ジ
ャ
ン
ビ
ン
ク

＝
　
位
　
湯
山
チ
ー
ム

◎
ジ
ヤ
ン
フ
賞

一
　
位
　
上
鰐
池
B
チ
ー
ム

ニ
位
　
〃
A
．
チ
ー
ム

三
　
位
　
黒
倉
チ
ー
ム

壁犠也7芸講占と大活躍

法
務
総
合
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
社
会
生

活
の
中
で
、
差
別
や
虐
待
に
苦

し
め
ら
れ
た
り
、
名
誉
や
信
用

を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
土
地
・

建
物
の
取
引
・
金
銭
の
貸
し
借

り
、
交
通
事
故
問
題
な
ど
、
色

々
な
相
談
に
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。▽
相
談
日
及
び
会
場

〇
九
月
八
日
（
金
）
・
午
前
十

　
時
～
午
後
三
時
ま
で

○
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

停
電
の

　
　
お
知
ら
せ

▼
九
月
六
日
（
水
〉

　
○
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

　
　
ま
で

　
○
藤
原
部
落
の
一
部

　
　
　
　
　
－
東
北
電
カ
ー

松
之
山
か
ら
四
種
目
に
代
表
が
！

　
広
く
県
民
各
層
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
増
進
と
体
力
の
向

上
を
推
進
し
て
、
明
る
く
豊
か
な

県
民
生
活
を
作
る
事
を
目
的
に
、

今
年
か
ら
始
め
ら
れ
る
”
第
一
回

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
”
。

　
最
初
と
な
る
今
年
の
大
会
は
、

八
月
五
～
六
H
に
長
岡
市
で
開
催

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
施
さ
れ
る
種
目
は
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
婦
人
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
的
競
技
も
含
め
、
ト
ヒ
種

目
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
先
立
ち
各
地
区
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
鵬
一覧

藤騰．

、
．

灘
皿

　
　
　
　
　
　
鷺

．
礁
臓
欝

予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
も
L
越
大
会
で
四

つ
の
種
目
に
出
場
、
四
種
目
と
も

大
活
躍
で
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
長

岡
で
の
県
大
会
に
出
場
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
．

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
松
之
山
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

◎
男
女
混
合
つ
な
引
き

　
天
水
島
チ
ー
ム
を
中
心
に
．
編
成

◎
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
松
之
山
チ
ー
ム

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
浦
田
の
婦
人
を
中
心
に
編
成

　
皆
さ
ん
ガ
ン
バ
ッ
て
く
だ
さ
い
。

　
鼎
　
　
　
　
　
　
　
き

　
欄
　
　
　
　
　
　
　
牲

　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
混

　
　
　
　
　
　
　
女
　
。

　
　
　
　
　
　
　
男
す

嫌贈、翻醐駒麟

ゲートボール、

などに出場しま

地元出身者を招いて

地域おこし講演会

三省地区

　
三
省
地
区
分
館
で
は
、
七
月
五

H
の
夜
に
水
梨
部
落
出
身
で
、
現

在
束
京
で
轡
道
家
と
し
て
活
躍
し

て
お
ら
れ
る
相
沢
龍
雪
先
生
（
本

名
　
繁
）
を
招
い
て
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
お
こ
し
講
演
会
は
、

咋
年
の
社
会
農
学
研
究
所
長
の
安

達
生
恒
先
生
以
来
二
回
H
の
も
の

で
、
過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
中
で

少
し
で
も
地
区
の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
と
、
公
民
館
分
館
が
・
、
王
催

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
H
講
師
と
な
っ
た
相
沢
先

生
は
、
日
展
会
友
・
太
玄
会
副
理

事
長
な
ど
の
役
職
を
歴
任
し
、
目

本
の
書
道
会
を
代
表
さ
れ
る
書
家

で
、
講
演
の
力
も
「
古
代
中
国
人

の
知
恵
と
私
達
」
と
い
う
、
書
に

講師の相沢龍雪先生

ち
な
ん
だ
演
題
を
掲
げ
て
約
一
時

間
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
内
容
は
「
漢
字
は
中
国
か

ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、

現
在
使
わ
れ
て
い
る
諺
な
ど
も
中

国
の
長
い
歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
が
大
変
多
く
あ
る
。
故
郷

を
大
切
に
思
う
心
も
古
代
中
国
時

代
か
ら
ず
っ
と
培
わ
れ
て
来
た
も

の
だ
。
こ
の
地
区
を
離
れ
て
い
る

人
た
ち
も
故
郷
の
事
を
大
事
に
し

て
い
る
。
地
区
の
皆
さ
ん
も
頑
張

っ
て
ほ
し
い
ゆ
と
い
う
も
の
で
し

た
。
廃
校
利
用
、
工
場
誘
致
の
兆

し
な
ど
三
省
地
区
に
と
っ
て
明
る

い
話
題
も
あ
り
、
講
演
会
の
成
功

と
と
も
に
地
域
お
こ
し
の
芽
が
少

し
ず
つ
生
ま
れ
て
来
た
よ
う
で
す
。

夜の講演会にもかかわらず、大勢の

方が参加してくれました・
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学
制
の
発
布
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
明
治
五
年
（
｝
八
七
二
）
の
勘
．
士

制
発
布
は
徴
兵
令
、
地
租
改
正
と

と
も
に
、
維
新
の
三
大
改
革
と
い

わ
れ
る
が
、
当
松
之
山
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
庶
民
教
育
機
関

で
あ
る
寺
小
屋
や
私
塾
に
代
っ
て

近
代
学
校
制
度
に
よ
る
小
学
校
が

開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
学
制
の
基
本
方
針
は
、
　
「
学
事

奨
励
に
関
す
る
被
仰
出
書
」
に
明

確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
　
「
…
自
今

以
後
一
般
の
人
民
華
士
族
農
工
商

及
婦
女
子
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な

く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん

こ
と
を
期
す
…
…
」
は
広
く
知
れ

わ
た
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
松
之
山
に
お
い
て
は
、
明
治
六

年
十
一
月
（
一
八
七
三
）
第
五
中

学
区
第
十
一
大
区
二
小
区
第
三
十

八
番
小
学
校
観
音
寺
校
と
し
て
、

現
在
の
観
音
寺
を
借
館
し
、
現
松

之
山
小
学
校
が
最
初
の
学
校
と
し

て
開
校
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、

順
次
、
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　
独
立
の
校
舎
は
な
く
、
す
べ
て
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借
館
で
あ
っ
た
。
全
国
的
に
も
寺

院
二
〇
％
、
民
家
五
三
％
、
新
築

二
〇
％
、
公
共
建
築
物
使
用
四
％

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
開
校
と
同
時
に
入
学
し

た
生
徒
数
は
合
計
］
五
一
名
で
あ

る
。
そ
の
後
、
明
治
十
年
（
一
八

七
七
）
の
束
頸
城
郡
誌
記
載
の
郡

学
校
統
計
に
よ
る
と
、
松
之
山
・

浦
田
で
四
三
六
名
の
在
籍
で
あ
る
。

明
治
十
年
の
浦
田
口
校
在
籍
生
徒

は
二
↓
七
名
で
あ
る
が
、
当
時
下

等
小
学
の
課
程
を
卒
業
し
た
者
は

明
治
十
二
年
（
一
八
八
○
）
男
子

五
名
、
女
子
は
明
治
十
六
年
（
一

八
八
三
）
に
最
初
の
卒
業
生
を
出

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
在
籍
は
し
て
い
て
も
欠
席
が

多
く
、
卒
業
ま
で
至
ら
な
か
っ
た

例
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き

学
制
発
布
に
よ
る
学
校

客イ
＿．【P 浦 浦 室 室 観 †交

浦野 束川 里平IH 人野 水野
　附
川属
　分

　口
川校
　分

　　口
野季交

　分

水附
　属
越分
　分
梨校

1『

一』9
・」’

校校 ネ交季交 校窄交 季交校 季交 校 名

阿
弥
陀
堂

氏小
σ）野

宅塚
　　多
　 」曾’

　　；＿1

氏村
の山
宅嘉
　久
　治

卜
』
E
堂

人小
　　谷
日村’

’一を
．畳甲

観
』、■’二l　I
』　征一，

、」『

開
才交
場
所

　明
八’治

年
四
月

　明
ノk治
イト

．ブ1二

月

九穴明
年年治

八八
口月

　）

　明
ノk治
年
四
月

　明
ノk治
イr

四
ヲ
』

ノ」りJ

年治
十
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ノ
∫

開
校
年
月

32 29 20
　一　『

30 25 15人 男 生

2 5 5 5 o 0人 女 徒

34 34 25 35 25 15人 計 数

lH明 明 0）明 浦明 備
校治 治 附治 田治
とノし ノk 属九 l　l／k

な年 年 と年 新年
る本’ 仮 な浦 築ノし
校 開 る川 移月
浦 窄交 季交 転 考’

、
穣
φ

る
。
・
生
徒
の
就
学
率
や
出
席
率
の

向
上
は
、
開
校
当
時
の
大
き
な
課

題
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
小
学
校
経
費

の
捻
出
は
、
貧
弱
な
財
政
の
農
村

に
と
っ
て
は
容
易
な
ら
ざ
る
大
き

な
負
担
と
な
っ
た
。

　
学
校
の
維
持
管
理
の
必
要
経
費

は
、
月
謝
（
授
業
料
）
、
各
戸
賦

課
金
、
寄
附
金
、
文
部
省
の
補
助

金
（
当
初
生
徒
一
人
当
た
り
九
厘

税
収
）
な
ど
の
名
目
で
、
当
該
地

区
住
民
の
負
担
が
原
則
と
さ
れ
た
。

　
明
治
十
年
、
浦
田
口
校
の
年
間

支
出
を
学
校
沿
革
史
に
よ
る
と
、

教
員
給
、
諸
給
料
、
　
　
、
、
、
書

声ぎ　勲
　　・ザ丁磯馨

松之山で一番早く学校を開設した

観音寺。明治6年H月生徒数15人
で開校しました。

籍
機
械
費
、
薪
炭
油
費
、
学
校
借

地
費
、
諸
雑
費
の
合
計
が
二
二
〇

円
二
七
銭
八
厘
で
あ
る
。
生
徒
数

は
一
八
三
名
、
一
人
当
た
り
経
費

は
、
約
一
円
二
〇
銭
三
厘
と
な
り
、

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
新
潟
県

平
均
二
円
一
〇
銭
と
比
較
す
る
と

か
な
り
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
学
校
経
費
の
捻
出
の
た
め
の
村

民
の
苦
労
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。
国
・
県
も
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
施
策
を
進
め
て
い
る

が
、
戸
長
や
学
区
取
締
や
村
の
重

立
が
中
心
と
な
っ
て
、
学
校
寄
附

金
の
徴
収
に
動
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
示
す
例
と
し
て
、
明
治
十
一

幅r幅慨「版頻一r幅
年
よ
り
明
治
十
五
年
に
わ
た
る
、

「
五
ケ
年
間
小
学
校
寄
附
米
願
」

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
浦
田
村
の

飯
塚
疲
松
外
弐
百
三
拾
壱
名
が
、

明
治
十
一
年
八
月
、
時
の
県
令
永

山
盛
輝
に
、
五
ケ
年
間
に
わ
た
り

四
拾
弐
石
三
斗
四
升
の
米
を
浦
旧

松
之
山
の
方
…
・
集

　
　
　
一
冊
い
か
が
で
す
か
㎜

　
松
之
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館

で
は
、
こ
の
ほ
ど
松
之
山
の
方

言
を
集
め
た
”
松
之
山
方
一
一
”
口
集
”

（
手
帳
版
四
六
ぺ
ー
ジ
）
、
を
作

成
し
、
一
冊
百
五
十
円
で
ほ
し

い
方
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
町
内
で
使
わ
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
ず
っ
と
前
に

使
わ
れ
て
い
た
方
．
冒
を
、
あ
い

う
え
お
順
に
拾
い
出
し
、
そ
の

意
味
や
使
わ
れ
方
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
も
の
で
す
。

（
例
）

あ
く
だ
し
”
あ
く
ぬ
き

校
の
費
川
と
し
て
寄
附
し
た
い
と

願
い
出
て
、
承
認
さ
れ
た
文
書
で

あ
る
。
浦
田
地
．
区
農
民
一
人
一
人

が
連
署
捺
印
の
跡
を
見
て
、
学
校

教
育
に
寄
せ
る
熱
意
に
心
を
打
た

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
文
責
　
本
山
　
松
郎

　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

あ
く
ど
（
あ
く
と
）
”
か
か
と

あ
つ
た
ら
ん
だ
肘
も
っ
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
い
、
惜
し
い

　
な
ど
、
　
一
つ
の
文
字
に
対
し

十
～
三
十
の
、
補
葉
が
書
か
れ
て

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
方
言
集
は
湯
山
の
歴
史

民
俗
資
料
館
及
び
、
町
公
民
館

に
あ
り
ま
す
の
で
、
沢
山
の
方

か
ら
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

畑幅幅甑脇庵垢瓶暫幅聖鱈駅％聖、幅東㌻職』幅幅幅庵舗幅廠橘幅幅翫yう幅纈暢

き
孟

8月1日

オープン

　
松
之
山
部
落
の
村
山
家
は
六
八

O
年
の
．
歴
史
を
有
す
る
旧
家
で
、

現
在
の
当
主
、
村
由
政
光
氏
は
三

十
一
代
目
に
当
り
ま
す
。
か
つ
て

は
造
り
酒
屋
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
文
豪
坂
U
安
吾
が
若
い
頃
、

何
度
と
な
く
こ
の
家
を
訪
れ
、
小

説
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
事
も
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
村
山
家
に
は
古
く
か
ら
集

め
ら
れ
た
書
画
骨
董
、
家
H
、
ハ
調
度

品
、
坂
H
安
吾
ゆ
か
り
の
品
々
な
、

ど
貴
重
な
物
が
沢
山
集
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
豪
農
の
館
と
し
て
そ

の
風
貌
を
残
し
て
い
る
家
屋
、
庭

園
な
ど
歴
史
を
伝
え
る
資
料
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
村
山
氏
は
、
こ
れ
ら
貴
重
な
品

々
を
公
に
す
る
事
で
、
多
少
と
も

地
域
活
性
化
に
役
立
て
ば
と
、
こ

こ
を
「
大
棟
山
博
物
館
」
と
し
、

八
月
一
H
よ
り
］
般
公
開
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
博
物
館
は
今
後
法
人
化
が

．

†
定
さ
れ
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て

保
存
運
賞
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲
大
棟
山
博
物
館
と
し
て
開
館
し
た
村
山
家

く
高
麗
青
磁
の
壺
な
ど
珍
ら
し
い
骨
董
品
も
多
く
展
示
さ
れ
て

　
い
ま
す
．

／／

●
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学
制
の
発
布
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
明
治
五
年
（
｝
八
七
二
）
の
勘
．
士

制
発
布
は
徴
兵
令
、
地
租
改
正
と

と
も
に
、
維
新
の
三
大
改
革
と
い

わ
れ
る
が
、
当
松
之
山
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
庶
民
教
育
機
関

で
あ
る
寺
小
屋
や
私
塾
に
代
っ
て

近
代
学
校
制
度
に
よ
る
小
学
校
が

開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
学
制
の
基
本
方
針
は
、
　
「
学
事

奨
励
に
関
す
る
被
仰
出
書
」
に
明

確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
　
「
…
自
今

以
後
一
般
の
人
民
華
士
族
農
工
商

及
婦
女
子
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な

く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん

こ
と
を
期
す
…
…
」
は
広
く
知
れ

わ
た
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
松
之
山
に
お
い
て
は
、
明
治
六

年
十
一
月
（
一
八
七
三
）
第
五
中

学
区
第
十
一
大
区
二
小
区
第
三
十

八
番
小
学
校
観
音
寺
校
と
し
て
、

現
在
の
観
音
寺
を
借
館
し
、
現
松

之
山
小
学
校
が
最
初
の
学
校
と
し

て
開
校
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、

順
次
、
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　
独
立
の
校
舎
は
な
く
、
す
べ
て
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借
館
で
あ
っ
た
。
全
国
的
に
も
寺

院
二
〇
％
、
民
家
五
三
％
、
新
築

二
〇
％
、
公
共
建
築
物
使
用
四
％

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
開
校
と
同
時
に
入
学
し

た
生
徒
数
は
合
計
］
五
一
名
で
あ

る
。
そ
の
後
、
明
治
十
年
（
一
八

七
七
）
の
束
頸
城
郡
誌
記
載
の
郡

学
校
統
計
に
よ
る
と
、
松
之
山
・

浦
田
で
四
三
六
名
の
在
籍
で
あ
る
。

明
治
十
年
の
浦
田
口
校
在
籍
生
徒

は
二
↓
七
名
で
あ
る
が
、
当
時
下

等
小
学
の
課
程
を
卒
業
し
た
者
は

明
治
十
二
年
（
一
八
八
○
）
男
子

五
名
、
女
子
は
明
治
十
六
年
（
一

八
八
三
）
に
最
初
の
卒
業
生
を
出

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
在
籍
は
し
て
い
て
も
欠
席
が

多
く
、
卒
業
ま
で
至
ら
な
か
っ
た

例
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き

学
制
発
布
に
よ
る
学
校

客イ
＿．【P 浦 浦 室 室 観 †交

浦野 束川 里平IH 人野 水野
　附
川属
　分

　口
川校
　分

　　口
野季交

　分

水附
　属
越分
　分
梨校

1『

一』9
・」’

校校 ネ交季交 校窄交 季交校 季交 校 名

阿
弥
陀
堂

氏小
σ）野

宅塚
　　多
　 」曾’

　　；＿1

氏村
の山
宅嘉
　久
　治

卜
』
E
堂

人小
　　谷
日村’

’一を
．畳甲

観
』、■’二l　I
』　征一，

、」『

開
才交
場
所

　明
八’治

年
四
月

　明
ノk治
イト

．ブ1二

月

九穴明
年年治

八八
口月

　）

　明
ノk治
年
四
月

　明
ノk治
イr

四
ヲ
』

ノ」りJ

年治
十
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ノ
∫

開
校
年
月

32 29 20
　一　『

30 25 15人 男 生

2 5 5 5 o 0人 女 徒

34 34 25 35 25 15人 計 数

lH明 明 0）明 浦明 備
校治 治 附治 田治
とノし ノk 属九 l　l／k

な年 年 と年 新年
る本’ 仮 な浦 築ノし
校 開 る川 移月
浦 窄交 季交 転 考’

、
穣
φ

る
。
・
生
徒
の
就
学
率
や
出
席
率
の

向
上
は
、
開
校
当
時
の
大
き
な
課

題
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
小
学
校
経
費

の
捻
出
は
、
貧
弱
な
財
政
の
農
村

に
と
っ
て
は
容
易
な
ら
ざ
る
大
き

な
負
担
と
な
っ
た
。

　
学
校
の
維
持
管
理
の
必
要
経
費

は
、
月
謝
（
授
業
料
）
、
各
戸
賦

課
金
、
寄
附
金
、
文
部
省
の
補
助

金
（
当
初
生
徒
一
人
当
た
り
九
厘

税
収
）
な
ど
の
名
目
で
、
当
該
地

区
住
民
の
負
担
が
原
則
と
さ
れ
た
。

　
明
治
十
年
、
浦
田
口
校
の
年
間

支
出
を
学
校
沿
革
史
に
よ
る
と
、

教
員
給
、
諸
給
料
、
　
　
、
、
、
書

声ぎ　勲
　　・ザ丁磯馨

松之山で一番早く学校を開設した

観音寺。明治6年H月生徒数15人
で開校しました。

籍
機
械
費
、
薪
炭
油
費
、
学
校
借

地
費
、
諸
雑
費
の
合
計
が
二
二
〇

円
二
七
銭
八
厘
で
あ
る
。
生
徒
数

は
一
八
三
名
、
一
人
当
た
り
経
費

は
、
約
一
円
二
〇
銭
三
厘
と
な
り
、

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
新
潟
県

平
均
二
円
一
〇
銭
と
比
較
す
る
と

か
な
り
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
学
校
経
費
の
捻
出
の
た
め
の
村

民
の
苦
労
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。
国
・
県
も
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
施
策
を
進
め
て
い
る

が
、
戸
長
や
学
区
取
締
や
村
の
重

立
が
中
心
と
な
っ
て
、
学
校
寄
附

金
の
徴
収
に
動
い
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
示
す
例
と
し
て
、
明
治
十
一

幅r幅慨「版頻一r幅
年
よ
り
明
治
十
五
年
に
わ
た
る
、

「
五
ケ
年
間
小
学
校
寄
附
米
願
」

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
浦
田
村
の

飯
塚
疲
松
外
弐
百
三
拾
壱
名
が
、

明
治
十
一
年
八
月
、
時
の
県
令
永

山
盛
輝
に
、
五
ケ
年
間
に
わ
た
り

四
拾
弐
石
三
斗
四
升
の
米
を
浦
旧

松
之
山
の
方
…
・
集

　
　
　
一
冊
い
か
が
で
す
か
㎜

　
松
之
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館

で
は
、
こ
の
ほ
ど
松
之
山
の
方

言
を
集
め
た
”
松
之
山
方
一
一
”
口
集
”

（
手
帳
版
四
六
ぺ
ー
ジ
）
、
を
作

成
し
、
一
冊
百
五
十
円
で
ほ
し

い
方
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
町
内
で
使
わ
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
ず
っ
と
前
に

使
わ
れ
て
い
た
方
．
冒
を
、
あ
い

う
え
お
順
に
拾
い
出
し
、
そ
の

意
味
や
使
わ
れ
方
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
も
の
で
す
。

（
例
）

あ
く
だ
し
”
あ
く
ぬ
き

校
の
費
川
と
し
て
寄
附
し
た
い
と

願
い
出
て
、
承
認
さ
れ
た
文
書
で

あ
る
。
浦
田
地
．
区
農
民
一
人
一
人

が
連
署
捺
印
の
跡
を
見
て
、
学
校

教
育
に
寄
せ
る
熱
意
に
心
を
打
た

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
文
責
　
本
山
　
松
郎

　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

あ
く
ど
（
あ
く
と
）
”
か
か
と

あ
つ
た
ら
ん
だ
肘
も
っ
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
い
、
惜
し
い

　
な
ど
、
　
一
つ
の
文
字
に
対
し

十
～
三
十
の
、
補
葉
が
書
か
れ
て

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
方
言
集
は
湯
山
の
歴
史

民
俗
資
料
館
及
び
、
町
公
民
館

に
あ
り
ま
す
の
で
、
沢
山
の
方

か
ら
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

畑幅幅甑脇庵垢瓶暫幅聖鱈駅％聖、幅東㌻職』幅幅幅庵舗幅廠橘幅幅翫yう幅纈暢

き
孟

8月1日

オープン

　
松
之
山
部
落
の
村
山
家
は
六
八

O
年
の
．
歴
史
を
有
す
る
旧
家
で
、

現
在
の
当
主
、
村
由
政
光
氏
は
三

十
一
代
目
に
当
り
ま
す
。
か
つ
て

は
造
り
酒
屋
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
文
豪
坂
U
安
吾
が
若
い
頃
、

何
度
と
な
く
こ
の
家
を
訪
れ
、
小

説
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
事
も
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
村
山
家
に
は
古
く
か
ら
集

め
ら
れ
た
書
画
骨
董
、
家
H
、
ハ
調
度

品
、
坂
H
安
吾
ゆ
か
り
の
品
々
な
、

ど
貴
重
な
物
が
沢
山
集
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
豪
農
の
館
と
し
て
そ

の
風
貌
を
残
し
て
い
る
家
屋
、
庭

園
な
ど
歴
史
を
伝
え
る
資
料
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
村
山
氏
は
、
こ
れ
ら
貴
重
な
品

々
を
公
に
す
る
事
で
、
多
少
と
も

地
域
活
性
化
に
役
立
て
ば
と
、
こ

こ
を
「
大
棟
山
博
物
館
」
と
し
、

八
月
一
H
よ
り
］
般
公
開
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
博
物
館
は
今
後
法
人
化
が

．

†
定
さ
れ
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て

保
存
運
賞
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲
大
棟
山
博
物
館
と
し
て
開
館
し
た
村
山
家

く
高
麗
青
磁
の
壺
な
ど
珍
ら
し
い
骨
董
品
も
多
く
展
示
さ
れ
て

　
い
ま
す
．

／／

●



ー
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專
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国際交流推進のための

コンクール募集
総・
　県民の皆さんから国際交流の意識を深めていただき、当

県の国際化を更に進めるために、標語を募集します。

　また、この標語の応募にあわせて、県の国際交流施策に

対する意見、アイデア等をお寄せいただき、今後の施策等

の参考にさせていただきます。

〉標語の内容
　地域レベルの国際交流や、県民1人ひとりによる草の根

　の国際交流、あるいは、世界に開かれた新潟づくりなど

　を呼びかけた標語。

〉締め切り

　平成元年8月26日
〉発　表

　9月下旬の予定、尚、最優秀賞など数点が選ばれ、賞が

　贈られます。

〉応募方法
　ハガキを使い、標語・氏名（ふりがな）・住所・年齢・

　職業または学校名・学年及び電話番号・国際交流に対す

　るアイデア等あったら書いて、

　〒950新潟市新光町4番地1　新潟県総務部国際交流課

　交流推進係まで、送ってください。

霞

．
叡
鐵

　
警
察
で
は
、
八
月
中
、
一
カ
月

間
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の

人
で
○
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
し

欝
輪謙’

　
た
。

o
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か
ら

　
な
く
な
っ
た
。

o
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え

　
た
。

等
で
、
そ
の
後
の
消
息
が
知
れ
ず

お
困
り
の
方
は
、
是
非
と
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
巡
回
相
談
所

八
月
九
日
　
上
越
北
警
察
署

電
話
〇
二
五
五
ー
四
三
ー
三
二
一

　
　
一

◎
常
設
相
談
所

八
月
中
　
県
警
察
本
部
鑑
識
課

電
話
〇
二
五
ー
二
八
四
ー
三
二
二

　
　
一
　
内
線
二
五
三
三

川

柳

訂
正
　
七
月
号
の
福
原
流
石
は

滝
沢
流
石
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

給
料
日
し
か
と
充
電
さ
れ
て
出
る

コ
ス
モ
ス
も
巳
年
か
し
ら
ん
小
さ
く
咲
き

俳
　
句

黒
　
倉
　
草
村

正
孝

ま
っ
さ
ら
な
浴
衣
き
せ
ら
れ
に
っ
こ
り
と

新
じ
ゃ
が
と
二
番
の
蕗
の
柔
ら
か
し

梅
雨
寒
や
昭
和
の
華
の
ひ
ば
り
逝
く
（
六
月
二
十
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
一

柵
経
の
短
か
き
知
り
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
祷
ち

新
し
き
腹
当
つ
け
地
蔵
若
く
見
え

お
地
蔵
の
腹
当
つ
か
れ
笠
も
ほ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢

ま
た
一
人
話
に
加
は
る
タ
涼
み

古
簾
吊
り
て
隣
家
の
声
透
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

将
棋
指
す
友
も
職
退
き
縁
涼
し

客
見
え
て
少
し
早
め
の
芋
茎
採
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

縁
側
で
孫
と
並
ん
で
タ
涼
み

母
の
日
や
電
話
の
声
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

虹
立
ち
て
水
面
に
彩
の
麗
し
く

晴
天
に
竿
ゆ
が
む
程
衣
紋
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

晩
酌
の
胡
瓜
丸
ご
と
味
噌
付
け
て

孫
が
結
ぶ
ゆ
か
た
の
紐
や
立
て
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

流
石

佐
藤
　
節
女

高
沢
ひ
で
女

丸
山
　
ト
ミ

佐
藤
　
民
子

井
部
　
朝
女

皆さんからのお便りをお待ちして

います．　　　　役場議会事務局まで

　植林をすれば補助金が出る事は

知っています。下なぎや枝打にも

補助金が出るそうですが、何か制

限があるか補助率はどれくらいか

教えてください。

お
答
え
し
ま
す
“
植
林
を
し
た

後
の
保
育
事
業
と
し
て
ト
刈
．
雪

起
し
・
枝
打
ち
、
除
問
伐
あ
る
い

は
天
然
林
の
手
入
れ
に
つ
い
て
も

補
助
制
度
が
適
川
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
う
少
し

く
わ
し
く
事
業
ご
と
に
説
明
す
る

と
、▼
下
刈
（
人
工
林
に
対
す
る
雑
草

　
木
の
除
去
と
こ
れ
に
伴
う
作
業
）

○
個
人
で
実
施
し
た
場
合

　
秋
植
え
の
場
合
は
林
齢
六
年
生

ま
で
が
対
象
に
な
り
、
一
施
行
地

一
反
歩
以
上
と
い
う
而
積
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
金
額
は
一
反
歩
当
り
二
、

二
二
〇
円
位
で
す
。

○
森
林
組
合
に
委
託
し
た
場
合

　
林
齢
は
十
年
生
ま
で
が
対
象
と

な
り
、
面
積
の
制
限
は
個
人
と
同

じ
で
す
。

　
補
助
金
額
は
一
反
歩
当
り
四
、

一
二
〇
円
～
六
、
五
一
〇
円
位
と

な
り
ま
す
。

杉林の下刈り作業をする森林組合の作業班

「手をかけなければ良い杉にはならないねλ」

▼
雪
起
し
（
雪
圧
倒
木
起
し
と
こ

　
れ
に
伴
う
作
業
）

○
個
人
実
施
の
場
合

　
面
積
は
一
反
歩
以
上
、
起
し
率

三
〇
％
以
上
で
、
十
年
生
以
下
が

補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
額
は
、
五
年
生
以
下
が
三
、

四
八
○
円
、
卜
年
生
以
下
が
四
、

八
六
〇
円
位
で
す
。

○
森
林
組
合
委
託
の
場
合

　
林
齢
は
二
十
年
生
ま
で
を
対
象
、

に
考
え
、
面
積
、
起
し
率
は
同
じ

で
す
。

　
補
助
額
は
、
施
行
地
及
び
齢
級

に
よ
り
色
々
で
六
、
　
一
〇
〇
円
か

ら
一
九
、
九
〇
〇
円
位
と
な
り
ま

す
。▼
枝
打
ち
（
人
工
林
に
対
す
る
も

　
の
）

　
　
一
施
行
地
一
反
歩
以
上
で
、
枝

打
ち
の
高
さ
は
、
お
お
む
ね
樹
高

の
三
分
の
一
以
上
と
し
、
・

は
現
本
数
の
五
〇
％
以
上
で
施
業

回
数
は
同
一
林
分
二
回
以
内
、
十

　
一
年
生
～
三
十
年
・
生
ま
で
が
対
象
。

　
　
一
反
歩
当
り
補
助
額
は
三
、
三

九
〇
円
位
で
す
．

　
▼
除
問
伐
（
不
川
材
の
除
去
、
淘

　
■
汰
及
び
こ
れ
に
伴
う
作
業
）

　
O
個
人
が
実
施
し
た
場
合

　
　
一
施
行
地
一
反
歩
以
上
、
本
数

率
で
お
お
む
ね
一
〇
％
以
上
で
あ

る
こ
と
。
十
六
年
生
が
ら
三
十
年

生
ま
で
の
林
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
一
反
歩
当
り
の
補
助
金
は
二
、

三
七
〇
円
位
で
す
。

○
森
林
組
合
に
委
託
し
た
場
合

　
面
積
・
実
施
率
は
同
じ
で
す
が

林
齢
は
十
一
～
二
十
五
年
生
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
一
反
歩
当
り
の
補
助
金
は
四
、

五
一
〇
円
～
六
、
九
七
〇
円
位
の

見
込
み
で
す
．

※
た
だ
し
、
毎
年
実
施
し
て
も
補

　
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
！

▼
天
然
林
の
手
人
れ
（
ブ
ナ
．
ナ

　
ラ
林
等
の
手
入
れ
、
整
備
作
業
）

o
原
則
と
し
て
四
十
年
生
以
下
の

ブ
ナ
・
ナ
ラ
林
等
の
不
用
木
の
除

去
及
び
陶
汰
、
伐
採
率
は
成
立
本

数
の
お
お
む
ね
三
〇
％
以
上
で
同

　
一
林
分
に
つ
き
一
回
で
あ
る
。

見
込
み
補
助
額
は
六
、
○
○
○
円

～
九
、
三
〇
〇
円
位
で
す
。

　
個
人
で
実
施
す
る
場
含
は
、
施

　
行
前
及
び
完
了
の
写
真
と
図
面
を

　
整
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
※
造
林
及
び
保
育
事
業
を
予
定
し

　
　
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
森
林

　
　
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
松
之
山
町
森
林
組
合
）

⑰
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●

国際交流推進のための

コンクール募集
総・
　県民の皆さんから国際交流の意識を深めていただき、当

県の国際化を更に進めるために、標語を募集します。

　また、この標語の応募にあわせて、県の国際交流施策に

対する意見、アイデア等をお寄せいただき、今後の施策等

の参考にさせていただきます。

〉標語の内容
　地域レベルの国際交流や、県民1人ひとりによる草の根

　の国際交流、あるいは、世界に開かれた新潟づくりなど

　を呼びかけた標語。

〉締め切り

　平成元年8月26日
〉発　表

　9月下旬の予定、尚、最優秀賞など数点が選ばれ、賞が

　贈られます。

〉応募方法
　ハガキを使い、標語・氏名（ふりがな）・住所・年齢・

　職業または学校名・学年及び電話番号・国際交流に対す

　るアイデア等あったら書いて、

　〒950新潟市新光町4番地1　新潟県総務部国際交流課

　交流推進係まで、送ってください。

霞

．
叡
鐵

　
警
察
で
は
、
八
月
中
、
一
カ
月

間
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の

人
で
○
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
し

欝
輪謙’

　
た
。

o
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か
ら

　
な
く
な
っ
た
。

o
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え

　
た
。

等
で
、
そ
の
後
の
消
息
が
知
れ
ず

お
困
り
の
方
は
、
是
非
と
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
巡
回
相
談
所

八
月
九
日
　
上
越
北
警
察
署

電
話
〇
二
五
五
ー
四
三
ー
三
二
一

　
　
一

◎
常
設
相
談
所

八
月
中
　
県
警
察
本
部
鑑
識
課

電
話
〇
二
五
ー
二
八
四
ー
三
二
二

　
　
一
　
内
線
二
五
三
三

川

柳

訂
正
　
七
月
号
の
福
原
流
石
は

滝
沢
流
石
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

給
料
日
し
か
と
充
電
さ
れ
て
出
る

コ
ス
モ
ス
も
巳
年
か
し
ら
ん
小
さ
く
咲
き

俳
　
句

黒
　
倉
　
草
村

正
孝

ま
っ
さ
ら
な
浴
衣
き
せ
ら
れ
に
っ
こ
り
と

新
じ
ゃ
が
と
二
番
の
蕗
の
柔
ら
か
し

梅
雨
寒
や
昭
和
の
華
の
ひ
ば
り
逝
く
（
六
月
二
十
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
一

柵
経
の
短
か
き
知
り
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
祷
ち

新
し
き
腹
当
つ
け
地
蔵
若
く
見
え

お
地
蔵
の
腹
当
つ
か
れ
笠
も
ほ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢

ま
た
一
人
話
に
加
は
る
タ
涼
み

古
簾
吊
り
て
隣
家
の
声
透
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

将
棋
指
す
友
も
職
退
き
縁
涼
し

客
見
え
て
少
し
早
め
の
芋
茎
採
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

縁
側
で
孫
と
並
ん
で
タ
涼
み

母
の
日
や
電
話
の
声
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

虹
立
ち
て
水
面
に
彩
の
麗
し
く

晴
天
に
竿
ゆ
が
む
程
衣
紋
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

晩
酌
の
胡
瓜
丸
ご
と
味
噌
付
け
て

孫
が
結
ぶ
ゆ
か
た
の
紐
や
立
て
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

流
石

佐
藤
　
節
女

高
沢
ひ
で
女

丸
山
　
ト
ミ

佐
藤
　
民
子

井
部
　
朝
女

皆さんからのお便りをお待ちして

います．　　　　役場議会事務局まで

　植林をすれば補助金が出る事は

知っています。下なぎや枝打にも

補助金が出るそうですが、何か制

限があるか補助率はどれくらいか

教えてください。

お
答
え
し
ま
す
“
植
林
を
し
た

後
の
保
育
事
業
と
し
て
ト
刈
．
雪

起
し
・
枝
打
ち
、
除
問
伐
あ
る
い

は
天
然
林
の
手
入
れ
に
つ
い
て
も

補
助
制
度
が
適
川
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
う
少
し

く
わ
し
く
事
業
ご
と
に
説
明
す
る

と
、▼
下
刈
（
人
工
林
に
対
す
る
雑
草

　
木
の
除
去
と
こ
れ
に
伴
う
作
業
）

○
個
人
で
実
施
し
た
場
合

　
秋
植
え
の
場
合
は
林
齢
六
年
生

ま
で
が
対
象
に
な
り
、
一
施
行
地

一
反
歩
以
上
と
い
う
而
積
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
金
額
は
一
反
歩
当
り
二
、

二
二
〇
円
位
で
す
。

○
森
林
組
合
に
委
託
し
た
場
合

　
林
齢
は
十
年
生
ま
で
が
対
象
と

な
り
、
面
積
の
制
限
は
個
人
と
同

じ
で
す
。

　
補
助
金
額
は
一
反
歩
当
り
四
、

一
二
〇
円
～
六
、
五
一
〇
円
位
と

な
り
ま
す
。

杉林の下刈り作業をする森林組合の作業班

「手をかけなければ良い杉にはならないねλ」

▼
雪
起
し
（
雪
圧
倒
木
起
し
と
こ

　
れ
に
伴
う
作
業
）

○
個
人
実
施
の
場
合

　
面
積
は
一
反
歩
以
上
、
起
し
率

三
〇
％
以
上
で
、
十
年
生
以
下
が

補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
額
は
、
五
年
生
以
下
が
三
、

四
八
○
円
、
卜
年
生
以
下
が
四
、

八
六
〇
円
位
で
す
。

○
森
林
組
合
委
託
の
場
合

　
林
齢
は
二
十
年
生
ま
で
を
対
象
、

に
考
え
、
面
積
、
起
し
率
は
同
じ

で
す
。

　
補
助
額
は
、
施
行
地
及
び
齢
級

に
よ
り
色
々
で
六
、
　
一
〇
〇
円
か

ら
一
九
、
九
〇
〇
円
位
と
な
り
ま

す
。▼
枝
打
ち
（
人
工
林
に
対
す
る
も

　
の
）

　
　
一
施
行
地
一
反
歩
以
上
で
、
枝

打
ち
の
高
さ
は
、
お
お
む
ね
樹
高

の
三
分
の
一
以
上
と
し
、
・

は
現
本
数
の
五
〇
％
以
上
で
施
業

回
数
は
同
一
林
分
二
回
以
内
、
十

　
一
年
生
～
三
十
年
・
生
ま
で
が
対
象
。

　
　
一
反
歩
当
り
補
助
額
は
三
、
三

九
〇
円
位
で
す
．

　
▼
除
問
伐
（
不
川
材
の
除
去
、
淘

　
■
汰
及
び
こ
れ
に
伴
う
作
業
）

　
O
個
人
が
実
施
し
た
場
合

　
　
一
施
行
地
一
反
歩
以
上
、
本
数

率
で
お
お
む
ね
一
〇
％
以
上
で
あ

る
こ
と
。
十
六
年
生
が
ら
三
十
年

生
ま
で
の
林
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
一
反
歩
当
り
の
補
助
金
は
二
、

三
七
〇
円
位
で
す
。

○
森
林
組
合
に
委
託
し
た
場
合

　
面
積
・
実
施
率
は
同
じ
で
す
が

林
齢
は
十
一
～
二
十
五
年
生
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
一
反
歩
当
り
の
補
助
金
は
四
、

五
一
〇
円
～
六
、
九
七
〇
円
位
の

見
込
み
で
す
．

※
た
だ
し
、
毎
年
実
施
し
て
も
補

　
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
！

▼
天
然
林
の
手
人
れ
（
ブ
ナ
．
ナ

　
ラ
林
等
の
手
入
れ
、
整
備
作
業
）

o
原
則
と
し
て
四
十
年
生
以
下
の

ブ
ナ
・
ナ
ラ
林
等
の
不
用
木
の
除

去
及
び
陶
汰
、
伐
採
率
は
成
立
本

数
の
お
お
む
ね
三
〇
％
以
上
で
同

　
一
林
分
に
つ
き
一
回
で
あ
る
。

見
込
み
補
助
額
は
六
、
○
○
○
円

～
九
、
三
〇
〇
円
位
で
す
。

　
個
人
で
実
施
す
る
場
含
は
、
施

　
行
前
及
び
完
了
の
写
真
と
図
面
を

　
整
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
※
造
林
及
び
保
育
事
業
を
予
定
し

　
　
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
森
林

　
　
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
松
之
山
町
森
林
組
合
）
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・
逆
顎

離
．

惑
　
　
ニ
ろ

解麟湾
み

松之山早朝野球

高橋組チームが優勝
　5月16日より町内野球チーム12チームが参加して行われ

て来た“早朝野球リーグ犠が、7月25日に全試合を終了し

ました。

　12チームの総当り戦で行われましたが、途中梅雨にたた

られて中断したり、色々な行事にぶつかったりで2カ月以

上の長い日程となりました。

長期戦の結果は、高橋組チームが10勝1敗の好成績で優

勝。2位に9勝1敗1分の大樫チーム（湯山）。3位には

高橋組に唯一勝った川手チームが、7勝2敗2分で入りま
した。

　また、その他の賞として設けられたラッキーセブン賞に

松之山チームが。最後から1っ手前のブービー賞には鷹之

湯チームが選ばれました。

おめでだ（幽生）
さちニ

幸子ちゃん　高橋徳一さんの長女　　（天水島）

・　　　なとそ

窃《嘩》み（死亡）

o

小野塚吉松さん　72歳　　（東　川）　新左ヱ門

高橋　信喜さん　65歳

津端　なかさん　80歳

野本　ツ子さん　84歳

（中　尾）　柿の木

（松之山）　田津屋

（湯本）　野本屋

※7月1日から31日までの届出分です。

黒
1
が
絶
妙
の
一
手
。
こ
の
一
手
で
白
は
窮
し
ま
す
。

白
2
と
サ
エ
ぎ
れ
ば
、
黒
3
と
ア
テ
、
5
ま
で
で
す
。

●
●
●○

●
○
●4 ⑤
2

7
月
号
の
答
え

正解者

　木下　利夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

8
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

●●●
●●

黒先白死（3手まで）

手順が大切です。

（3分で初段）

緊
有
段
を
め
ざ
し
て

ご冥福を祈ります

　
棺
箱
に
ビ
ン
詰
め
の
酒
、
塩
等

を
入
れ
火
葬
し
ま
す
と
、
炉
内
で

爆
発
し
た
り
異
常
に
温
度
が
上
が

っ
た
り
し
て
、
レ
ン
ガ
破
損
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
棺
箱
内
に
は
必
要
な
物
以
外
い

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
遺
族
の
方
々
の
お
気
持
ち
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

火
葬
場
の
火
葬
炉
を
少
し
で
も

長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ
う

拾うことより

ご協力ください、。．
　　　　　　　　　　r　’ゴー○
　　　　　　　　　　ノダ　　ヂ　　　　　　　　　謹態蝿蟻

　　　捨てないことが大切

　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　o’る

　
ゴ
ミ
は
私
た
ち
の
目
に
見
え
な

い
所
で
環
境
を
汚
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
可
燃
物
・
不
燃
物
・
粗
大

ゴ
ミ
に
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫

　
等
の
粗
大
ゴ
ミ
が
、
あ
ち
こ
ち

　
に
投
げ
棄
て
ら
れ
た
ま
ま
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。

二
、
空
き
缶
、
紙
ク
ズ
、
布
キ
レ

　
等
が
、
崖
や
沢
に
投
げ
棄
て
ら

れ
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
ま

り
。

二
、
家
庭
か
ら
出
た
生
ゴ
ミ
は
、

な
る
べ
く
ホ
ー
ム
コ
ン
ポ
な
ど

を
使
っ
て
腐
ら
せ
、
肥
料
に
し

ま
し
ょ
う
。

人
ひ
と
り
の
力
で
町
を

　
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

瓢

「お父さん　しっかり作ってよ」

「なかなか思うようにいかないなあ」

　
束
川
小
学
校
で
は
親
子
の
勉
強

会
と
い
う
こ
と
で
．
楽
焼
き
”
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
．
楽
焼
き
”
と
は
、
手
づ
く
り

の
素
焼
き
の
陶
器
で
、
土
を
こ
ね

て
茶
碗
や
花
瓶
を
作
り
、
絵
付
を

し
て
か
ら
窯
で
焼
い
て
仕
上
げ
ま

す
。　
七
月
二
十
五
日
に
第
三
回
の
作

業
が
行
わ
れ
、
絵
付
作
業
の
手
前

ま
で
終
り
ま
し
た
。
こ
の
次
の
作

業
は
九
月
に
入
っ
て
か
ら
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
教
室
に
は
親
子
ば
か

り
で
な
く
、
町
内
の
図
工
・
美
術

の
先
生
方
も
一
緒
に
な
っ
て
作
品

制
作
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
作
品
が
出
来
る
か
窯
か

ら
出
す
日
が
楽
し
み
で
す
ね
。

ど
ん
な
作
品
が
出
来
る
か
な
？

　
　
　
ら
く
や

　
親
子
楽
焼
き
教
室
（
東
川
小
）

●

l
O
O
寸
ー
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離
．

惑
　
　
ニ
ろ

解麟湾
み

松之山早朝野球

高橋組チームが優勝
　5月16日より町内野球チーム12チームが参加して行われ

て来た“早朝野球リーグ犠が、7月25日に全試合を終了し

ました。

　12チームの総当り戦で行われましたが、途中梅雨にたた

られて中断したり、色々な行事にぶつかったりで2カ月以

上の長い日程となりました。

長期戦の結果は、高橋組チームが10勝1敗の好成績で優

勝。2位に9勝1敗1分の大樫チーム（湯山）。3位には

高橋組に唯一勝った川手チームが、7勝2敗2分で入りま
した。

　また、その他の賞として設けられたラッキーセブン賞に

松之山チームが。最後から1っ手前のブービー賞には鷹之

湯チームが選ばれました。

おめでだ（幽生）
さちニ

幸子ちゃん　高橋徳一さんの長女　　（天水島）

・　　　なとそ

窃《嘩》み（死亡）

o

小野塚吉松さん　72歳　　（東　川）　新左ヱ門

高橋　信喜さん　65歳

津端　なかさん　80歳

野本　ツ子さん　84歳

（中　尾）　柿の木

（松之山）　田津屋

（湯本）　野本屋

※7月1日から31日までの届出分です。

黒
1
が
絶
妙
の
一
手
。
こ
の
一
手
で
白
は
窮
し
ま
す
。

白
2
と
サ
エ
ぎ
れ
ば
、
黒
3
と
ア
テ
、
5
ま
で
で
す
。

●
●
●○

●
○
●4 ⑤
2

7
月
号
の
答
え

正解者

　木下　利夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

8
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

●●●
●●

黒先白死（3手まで）

手順が大切です。

（3分で初段）

緊
有
段
を
め
ざ
し
て

ご冥福を祈ります

　
棺
箱
に
ビ
ン
詰
め
の
酒
、
塩
等

を
入
れ
火
葬
し
ま
す
と
、
炉
内
で

爆
発
し
た
り
異
常
に
温
度
が
上
が

っ
た
り
し
て
、
レ
ン
ガ
破
損
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
棺
箱
内
に
は
必
要
な
物
以
外
い

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
遺
族
の
方
々
の
お
気
持
ち
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

火
葬
場
の
火
葬
炉
を
少
し
で
も

長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ
う

拾うことより

ご協力ください、。．
　　　　　　　　　　r　’ゴー○
　　　　　　　　　　ノダ　　ヂ　　　　　　　　　謹態蝿蟻

　　　捨てないことが大切

　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　o’る

　
ゴ
ミ
は
私
た
ち
の
目
に
見
え
な

い
所
で
環
境
を
汚
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
可
燃
物
・
不
燃
物
・
粗
大

ゴ
ミ
に
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫

　
等
の
粗
大
ゴ
ミ
が
、
あ
ち
こ
ち

　
に
投
げ
棄
て
ら
れ
た
ま
ま
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。

二
、
空
き
缶
、
紙
ク
ズ
、
布
キ
レ

　
等
が
、
崖
や
沢
に
投
げ
棄
て
ら

れ
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
ま

り
。

二
、
家
庭
か
ら
出
た
生
ゴ
ミ
は
、

な
る
べ
く
ホ
ー
ム
コ
ン
ポ
な
ど

を
使
っ
て
腐
ら
せ
、
肥
料
に
し

ま
し
ょ
う
。

人
ひ
と
り
の
力
で
町
を

　
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

瓢

「お父さん　しっかり作ってよ」

「なかなか思うようにいかないなあ」

　
束
川
小
学
校
で
は
親
子
の
勉
強

会
と
い
う
こ
と
で
．
楽
焼
き
”
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
．
楽
焼
き
”
と
は
、
手
づ
く
り

の
素
焼
き
の
陶
器
で
、
土
を
こ
ね

て
茶
碗
や
花
瓶
を
作
り
、
絵
付
を

し
て
か
ら
窯
で
焼
い
て
仕
上
げ
ま

す
。　
七
月
二
十
五
日
に
第
三
回
の
作

業
が
行
わ
れ
、
絵
付
作
業
の
手
前

ま
で
終
り
ま
し
た
。
こ
の
次
の
作

業
は
九
月
に
入
っ
て
か
ら
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
教
室
に
は
親
子
ば
か

り
で
な
く
、
町
内
の
図
工
・
美
術

の
先
生
方
も
一
緒
に
な
っ
て
作
品

制
作
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
作
品
が
出
来
る
か
窯
か

ら
出
す
日
が
楽
し
み
で
す
ね
。

ど
ん
な
作
品
が
出
来
る
か
な
？

　
　
　
ら
く
や

　
親
子
楽
焼
き
教
室
（
東
川
小
）

●

l
O
O
寸
ー



l
F
O
寸
ー

⑳

おぐちよしみさんうんどう会の玉入れ

『

広報

》ラの
19899月号（N、163）

親子旅行でみたイルカショー

たきざわゆうきさん海で遊んでいるところ

やまぎしひろゆきくん

軸
瀞

黎
赫
鵡
麟
　
識

霧
　
　
、

轟．．O

やしまみきさんうんどう会の玉入れ

▼
7
月
の
で
き
ご
と

l
H
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン

3
日
　
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人

　
　
会

30　27　26　25　23　20　19　7　　4
日　 目　　I　l　l　l　日　　I　l　口　　I　i　l

罵
越
挙
管
理
禾
久
H
ハ
A
ム

第
2
回
．
長
な
わ
と
び
大
会

町
民
つ
な
引
き
人
会

選
挙
管
理
委
員
会

年
金
相
談

町
h
尚
肱
断
者
ス
ポ
ー
ツ
大
ム
バ

防
除
班
．
長
会
議

第
1
4
回
町
民
体
育
大
会

▼
8
月
の
予
定

1498421i日1［liI
ウ
自
ー

加
日

大
棟
山
博
物
館
オ
ー
プ
ン

猷
暇
ヘ
ム
覧
…
比
け
ヘ
バ

〃
総
務
民
生
委
員
会

〃
　
建
汎
収
禾
久
H
貝
く
ム

町
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
会

大
厳
寺
高
原
”
真
夏
の
雪

ま
つ
り
”

欣
弟
2
回
町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

賦
繊
く
石
麗
服
未
経
㎝
済
禾
女
口
貝
く
云

　
　
　
　
　
　
　
需
冒

遷
織
墨

コ
劉
」

　
梅
雨
明
け
と
と
も
に
一
気
に
暑

㎜
い
夏
が
や
り
て
来
ま
し
た
。
冷
．
夏

『
と
い
わ
れ
た
昨
年
と
は
ず
い
分
様

．
r
が
違
い
ま
す
。
身
体
を
大
切
に

『
　
　
　
　
　
　
、
Q

し
て
く
だ
さ
し

［
　
七
月
は
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
沢
山

［
あ
り
ま
し
た
。
暑
い
と
き
に
良
い

［
汗
を
流
し
て
厳
し
い
夏
を
乗
り
き

り
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
．
κ
百
日
以
上
続
い
て
い

た
無
火
災
記
録
が
、
七
月
二
十
八

一
H
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

花
火
や
野
焼
き
な
ど
に
は
十
分
注

八
月
一
日
の
人
目

総
人
口
／
三
、
九
四
四
（
▲
七
）

　
　
男
／
一
、
九
三
一
（
▲
四
）

　
　
女
／
一
、

、
〇
一
三
（
▲
三
）

｝
世
帯
数
／
一
、
一
九
五
（
▲
一
）

5
内
は
背
百
あ
比
較

『
▲
は
減

、
広
報
ま
つ
の
や
ま
八
月
号

、
平
成
元
年
八
月
一
〇
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
費
六
ー
三
一
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

秋
の
一
番
忙
が
し
い
時
期

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

収
穫
の
喜
び
と
と
も
に

日
一
日
と
涼
し
く
な
る
季
節
の

変
化
に
、
一
抹
の

淋
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て

町
内
各
部
落
で
秋
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

湯
山
の
大
神
楽
祭
も
　
　
　
．

大
変
盛
大
で
し
た
。


